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商店街の空き店舗にオープン
子育てほっとステーション

　佐用商店街の空き店舗を活用した「子育て
ほっとステーション缶★環★館」が、11 月
３日オープン。黒澤絵里さん（写真左）など
子育て奮闘中のママ４人が、子ども服や手作
り小物などを販売し、多くのお客さんでにぎ
わいました（関連記事 12･24㌻）。

特集『買い物弱者』を支えるまちづくり

買い物に関する実態調査
ゆるキャラ大募集
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「
声
を
か
け
て
く
れ
る
か
ら
、

車
に
乗
せ
て
も
ろ
て
行
っ
て
ま

す
。
私
、
運
転
で
き
ん
か
ら
大
助

か
り
」。「
品
物
を
見
て
、
買
い
も

ん
し
た
い
で
な
あ
。
今
も
二
人

で
行
っ
て
き
た
と
こ
や
」。
買
い

物
か
ら
帰
宅
し
、
縁
側
で
お
茶
を

飲
み
な
が
ら
話
す
二
人
の
高
齢
女

性
。
家
の
近
く
に
商
店
は
無
く
、

二
人
は
助
け
合
っ
て
買
い
物
を
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
不
安
を
も

ら
し
ま
す
。「
私
も
来
年
は
車
運

転
す
る
の
、
や
め
よ
思
と
ん
や
。

も
う
年
や
し
、
危
な
い
で
な
あ
」。

そ
れ
ま
で
明
る
く
会
話
を
し
て
い

た
二
人
は
、
顔
を
見
合
わ
せ
、
表

情
が
曇
り
ま
し
た
。

　

全
国
の
中
山
間
地
域
の
例
に
も

れ
ず
、
佐
用
町
に
も
「
買
い
物
弱

者
」
が
存
在
し
ま
す
。
背
景
に
あ

る
の
は
商
店
の
消
失
と
高
齢
化
。

人
口
減
少
で
商
店
経
営
が
悪
化
。

後
継
ぎ
が
で
き
ず
廃
業
と
い
う
悪

循
環
が
続
き
、
暮
ら
し
を
支
え
た

数
々
の
商
店
が
姿
を
消
し
ま
し

た
。
昭
和
45
年
に
４
８
９
店
あ
っ

た
小
売
店
は
、
平
成
19
年
に
は

２
８
１
店
ま
で
減
少
す
る
一
方
、

高
齢
化
率
は
昭
和
40
年
に
比
べ
、

今
は
約
３
倍
に
も
伸
び
て
い
ま
す

（
上
記
デ
ー
タ
参
照
）。

車
社
会
の
弱
者
を
直
撃

古里の暮らしを守 る

【単位：店】
昭和41年 昭和45年 昭和49年 昭和51年 昭和54年 昭和57年 昭和60年 昭和63年 平成3年 平成6年 平成9年 平成12年 平成15年 平成19年

商店数 453 489 417 431 416 424 411 405 387 368 328 338 333 281

昭和40年 昭和45年 昭和50年 昭和55年 昭和60年 平成2年 平成7年 平成12年 平成17年 平成22年
人口 28,821 26,410 25,600 24,874 24,516 23,827 23,341 22,337 21,012 19,324

高齢化率 10.9 12.9 15.2 16.9 17.9 21.4 25.9 29.2 31.7 33.8
資料：国勢調査（平成 22 年分のみ 10 月 1 日の兵庫県推計人口）

人口・高齢化率・小売店の推移 【単位：人・％】

資料：兵庫県統計書

10月23日午前11時30
分、週１回巡回する移
動販売車が最初に停留
する桑野集落のようす
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結
果
、
移
動
手
段
を
持
た
な
い

高
齢
者
の
暮
ら
し
を
直
撃
し
て
い

ま
す
。

　

買
い
物
が
困
難
な
地
域
は
、
町

内
に
ど
の
く
ら
い
あ
る
の
で
し
ょ

う
か
。
そ
れ
を
明
示
し
た
の
が
上

の
「
商
店
マ
ッ
プ
」。
こ
の
マ
ッ

プ
は
、
商
店
の
位
置
と
、
徒
歩
で

買
い
物
で
き
る
範
囲
を
、
商
店
を

中
心
に
半
径
約
５
０
０
㍍
と
設
定

し
、
示
し
て
い
ま
す
。

　

佐
用
町
の
高
齢
化
率
は
県
下
で

も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
。
山
あ
い
に
限

界
集
落
も
あ
り
、
こ
の
マ
ッ
プ
か

ら
「
買
い
物
弱
者
」
が
存
在
す
る

こ
と
が
容
易
に
推
測
で
き
ま
す
。

佐
用
町
の
買
い
物
を
取
り
巻
く
環

境
は
深
刻
で
す
。
ま
た
高
齢
で
車

の
運
転
を
あ
き
ら
め
ざ
る
を
え
な

い
人
も
増
え
て
き
ま
す
。
だ
れ
に

と
っ
て
も
こ
の
問
題
は
、
人
ご
と

で
は
片
付
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
「
買
い
物
」
は
医
療
や
介
護
と

同
様
、
生
命
の
維
持
に
直
結
し
ま

す
。
い
わ
ば
、
佐
用
町
の
新
た
な

生
活
課
題
で
す
。

　

私
た
ち
は
今
、
こ
の
課
題
に
正

面
か
ら
向
き
合
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
時
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。

※商工会作成資料に「徒歩などで買い物できる範囲」
　を町で加筆

商店マップ

    ●　生鮮食品を扱う食料品店
    ○　生鮮食品以外を扱う食料品店
　▲　肉や魚の専門店
　■　コンビニエンスストア
　★　ＪＡ
　　　 日用雑貨量販店

徒歩などで買い物できる
範囲（半径約 500㍍）

命
に
直
結
す
る
「
買
い
物
」
は

新
た
な
生
活
課
題

古里の暮らしを守 る
●特集『買い物弱者』を支えるまちづくり

　暮らしに不可欠な『買い物』。佐用町では、この日常に課題が生
じています。それは人口減少と商店（街）の衰退で身近な商店が
消え、買い物が困難になっている人たち、いわゆる『買い物弱者』
と呼ばれる人が増えているからです。そこで今月号広報では『買
い物弱者』をテーマに、佐用町のまちづくりを考えます。
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地
域
力
で

『
医
療
・
買
い
物
弱
者
』
を
支
え
る

　
「
ご
苦
労
さ
ん
」。
午
前
８
時

30
分
の
始
発
の
準
備
を
す
る
た

め
、
30
分
前
に
『
江
川
ふ
れ
あ

い
ホ
ー
ル
』
に
ス
タ
ッ
フ
が
集

ま
り
ま
す
。「
予
約
は
５
人
や
」。

こ
の
日
の
受
付
担
当
の
江
見
勝

二
さ
ん
（
大
畠
）
と
、
運
転
手

の
小
林
育
男
さ
ん
（
仁
方
）
が

早
速
打
ち
合
わ
せ
を
始
め
ま

す
。
自
宅
か
ら
目
的
地
ま
で
送

迎
す
る
仕
組
み
の
た
め
、
利
用

者
宅
を
確
認
。「
あ
そ
こ
の
家

な
。
わ
か
っ
た
」。

　

車
の
窓
を
拭
き
、
点
検
を
済

ま
せ
出
発
し
ま
す
。「
26
年
間
、

バ
ス
の
運
転
手
を
し
と
っ
た
ん

で
す
わ
。
地
域
に
貢
献
し
よ
う

と
思
う
て
ね
」
と
話
し
な
が
ら

『
江
川
ふ
れ
あ
い
号
』
を
走
ら

せ
る
小
林
さ
ん
。
利
用
者
宅
に

■さよさよサービス
自宅から目的地までを往復す
るバス。前日までの予約制で
１回300円（64歳以下400円。
小学生 150 円）。日・祝日以
外運行。利用者の地区ごとに
曜日指定があります（隔日）。

■コミバス佐用
佐用と船越間の路線バス
廃止に伴ない代替設置し
たコミュニティバス。指
定のバス停に停車。朝・昼・
夕方の３往復。１回 300
円（小学生 150 円）。

■タクシー運賃助成
要介護者などを対象にした助
成制度。助成券でタクシー
運賃を最大 2000 円まで助
成。12 枚綴りの助成券は１
冊 1000 円で、年間３冊まで
購入可。

「明日も頼むかもしれんでな」。運転手
に声をかけて降りる久保光夫さん・昭
世さんご夫妻（豊福）

打ち合わせ中の江見さん
（中）と小林さん（右）

外出支援策として、町も様々な事業を実施しています。その一部を紹介します。

Action① 地域交通実証運行

　「買い物弱者」は移動手段を持たない「交通弱者」とも言えます。江川地
域づくり協議会では地域交通の自主運営をめざし、10 月から実証運行を始
めました。その名は「江川ふれあい号」。スタッフの『地域愛』に迫ります。

笑顔を運ぶ江川ふれあい号

商店　    と地域に
プラスになる運営をめざす

江川地域

　

””
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到
着
す
る
と
自
動
ド
ア
を
開
け

「
ど
う
ぞ
」
と
笑
顔
で
迎
え
ま

す
。
全
員
が
乗
車
す
れ
ば
、
約

15
分
か
け
、
町
中
心
部
へ
と
走

り
ま
す
。

　

11
の
自
治
会
で
構
成
す
る
江

川
地
域
。
約
４
２
０
世
帯
・
約

１
２
０
０
人
が
居
住
し
、
高
齢

化
率
は
約
37
㌫
。
以
前
は
路
線

バ
ス
も
あ
り
ま
し
た
が
、
昨
年

10
月
に
休
止
と
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
４
年
前
か
ら
地
域
交
通

の
自
主
運
営
を
模
索
し
て
い
た

江
川
地
域
づ
く
り
協
議
会
が
、

町
の
支
援
を
受
け
、『
さ
よ
さ

よ
サ
ー
ビ
ス
』
の
形
態
を
ベ
ー

ス
に
10
月
か
ら
運
行
に
踏
み
切

り
ま
し
た
。

　

始
発
利
用
の
多
く
は
通
院
。

し
か
し
診
察
後
、
ほ
と
ん
ど
の

人
が
買
い
物
を
し
ま
す
。「
お

忘
れ
物
が
な
い
よ
う
に
」「
あ

り
が
と
う
」
と
言
葉
を
交
わ
し
、

利
用
者
は
目
的
地
で
３
０
０
円

分
の
乗
車
チ
ケ
ッ
ト
を
支
払

い
、
降
り
て
行
き
ま
す
。

　

運
行
責
任
者
で
、
同
協
議
会

交
通
部
会
長
の
東
口
仁
朗
さ
ん

（
甲
大
木
谷
）
は
、「
安
全
第
一
」

が
モ
ッ
ト
ー
。
東
口
さ
ん
は
、

定
期
的
に
運
転
手
の
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
を
行
い
、
安
全
管
理
に
努

め
て
い
ま
す
。

　
「
運
行
は
順
調
」
と
東
口
さ

ん
。
地
域
の
新
た
な
歩
み
に
目

を
細
め
ま
し
た
。

　
「
商
店
（
街
）
と
連
携
し
た

展
開
を
し
た
い
」。
同
協
議
会

会
長
の
木
村
政
照
さ
ん
（
福
沢
）

は
、
以
前
か
ら
そ
ん
な
構
想
を

温
め
て
い
ま
し
た
。

　

買
い
物
で
『
江
川
ふ
れ
あ
い

号
』
を
利
用
す
る
人
の
多
く
は
、

大
型
店
舗
に
流
れ
て
い
ま
す
。

木
村
さ
ん
は
大
型
店
舗
以
外
に

も
、
商
店
（
街
）
へ
の
利
用
も

促
し
、
町
の
活
性
化
に
つ
な
げ

た
い
夢
が
あ
り
ま
す
。

　

運
行
前
に
は
、
商
工
会
へ
営

業
に
も
出
向
き
ま
し
た
。「
車

内
に
特
売
チ
ラ
シ
を
置
く
こ
と

も
で
き
ま
す
。
車
内
は
ア
イ
デ

ア
次
第
で
様
々
な
活
用
が
で

き
る
。
そ
れ
が
地
域
運
営
の
メ

リ
ッ
ト
」。
木
村
さ
ん
は
『
江

川
ふ
れ
あ
い
号
』
が
地
域
と
商

店
（
街
）
の
絆
を
深
め
る
バ
ス

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
「
車
内
が
商
店
（
街
）
の
情

報
で
あ
ふ
れ
れ
ば
便
利
。
利
用

者
増
に
も
つ
な
が
り
一
石
二
鳥

や
」。
同
協
議
会
セ
ン
タ
ー
長

の
永
本
大
作
さ
ん
（
末
包
）
も

木
村
さ
ん
と
同
じ
考
え
で
す
。

　
「
商
店
（
街
）
と
江
川
地
域
に
、

プ
ラ
ス
に
な
る
運
営
を
め
ざ
さ

な
あ
か
ん
」。
木
村
さ
ん
と
永

本
さ
ん
は
、『
江
川
ふ
れ
あ
い

号
』
が
そ
ん
な
役
割
を
担
う
こ

と
を
、
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
商
店
（
街
）
側
の

動
き
は
、
ま
だ
多
く
は
あ
り
ま

せ
ん
。
両
氏
は
今
後
、商
店（
街
）

と
話
し
合
い
の
場
を
設
け
、
積

極
的
な
活
用
を
呼
び
か
け
る
予

定
で
す
。

　

運
行
は
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か

り
。
ス
タ
ッ
フ
の
様
々
な
思
い

と
地
域
住
民
の
笑
顔
を
乗
せ

て
、『
江
川
ふ
れ
あ
い
号
』
は

今
日
も
走
り
続
け
ま
す
。

町の公共交通主要事業

ＪＲ三日月駅から播磨科学公
園都市を民間バス会社との協
働で運行。朝・昼・夕方の３
往復。指定のバス停に停車。
運賃は民間バス会社が規定す
る料金。

■三日月～播磨科学公園都市線

乗車する有本富子さん（淀）。
「お世話になります」

　土・日・祝日以外に運行。江川地域から町中
心部まで１日４往復し、希望の場所で乗り降り
可能。予約は出発時刻の１時間前（始発のみ前日）
まで。運賃は１回 300 円（小学生以下は無料）。
車は町から 10 人乗りの公用車を貸与。町運営の

『さよさよサービス』との違いは「①毎日運行②
当日予約が可能③小学生以下は無料」であるこ
と。受付員は４人、運転手は 19 人（控え含む）。

江川ふれあい号DATA

商店　    と地域に
プラスになる運営をめざす

木村政照
会長

さ
ん 永本大作

センター長
さ
ん東口仁朗

交通部会長
さ
ん

江      川
地域づくり協議会

バ
ス
で
商
店
（
街
）
と
地
域
の

絆き
ず
な

を
つ
く
る

商
店
（
街
）
へ
積
極
的
な

活
用
を
呼
び
か
け
た
い

　

（街）

古里の暮らしを守る
特集

『買い物弱者』を支えるまちづくり
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売
る
こ
と
だ
け
が
目
的
で
は
な
い

　

好
天
の
昼
下
が
り
。
大
船
集

落
に
、
買
い
物
袋
を
持
っ
た
一

人
の
高
齢
女
性
が
、
道
端
に
杖

を
つ
い
て
歩
い
て
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
次
々
と
高
齢
者
が
集

ま
り
ま
す
。「
ま
だ
か
い
な
」。

　

し
ば
ら
く
す
る
と
移
動
販
売

車
が
到
着
。
車
の
ス
ピ
ー
カ
ー

か
ら
流
れ
る
音
楽
が
、
静
か
な

山
あ
い
に
響
き
ま
す
。「
今
日

は
え
え
魚
が
入
っ
と
る
で
」。

車
の
荷
台
を
開
け
な
が
ら
、
小

寺
文
道
さ
ん
（
久
崎
）
が
威
勢

良
く
話
し
ま
す
。

　

集
ま
っ
た
皆
さ
ん
は
早
速
、

買
い
物
か
ご
を
持
っ
て
品
定

め
。「
こ
の
み
か
ん
、甘
い
ん
か
」

「
露
地
も
の
や
か
ら
、
甘
み
も

酸
味
も
あ
っ
て
お
い
し
い
で
」。

並
ん
で
い
る
商
品
は
千
点
を
超

え
ま
す
が
、
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン

ト
を
熟
知
す
る
小
寺
さ
ん
。

　

１
か
所
の
停
留
時
間
は
30
分

足
ら
ず
。
社
会
実
験
の
た
め
忙

し
い
合
間
を
ぬ
っ
て
、
利
用
者

数
や
売
れ
た
商
品
を
書
き
留
め

ま
す
。
そ
の
後
、
小
寺
さ
ん
は

次
の
停
留
場
所
へ
せ
わ
し
な
く

車
を
走
ら
せ
ま
す
。

　

次
は
上
石
井
集
落
。
い
つ
も

は
８
人
の
利
用
者
が
今
日
は
４

人
。「
他
の
人
は
」
と
安
否
を

気
づ
か
う
小
寺
さ
ん
に
「
予
定

が
あ
る
ん
や
て
」
と
理
由
を
伝

え
る
利
用
者
の
皆
さ
ん
。
ど
の

停
留
場
所
で
も
利
用
者
の
安
否

確
認
を
す
る
小
寺
さ
ん
。
利
用

者
と
の
間
に
、
新
た
な
絆
が
生

ま
れ
て
い
ま
す
。
売
る
こ
と
だ

け
が
目
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
事
業
は
、
復
興
に
向
け

商
工
会
や
地
域
づ
く
り
協
議
会

な
ど
で
組
織
す
る
『
町
防
災
に

強
い
地
域
づ
く
り
推
進
協
議

会
』
が
、
国
の
補
助
で
行
う
社

会
実
験
。
昨
年
度
か
ら
２
か
年

の
限
定
で
毎
週
土
曜
日
、
午
前

に
海
内
地
域
へ
、
午
後
は
石
井

地
域
に
、
移
動
販
売
車
を
走
ら

せ
ま
す
。
一
日
の
移
動
距
離
は

１
０
０
㌔
に
も
お
よ
び
ま
す
。

　

一
般
的
に
、
移
動
に
伴
う
経

費
が
か
さ
み
、
仕
入
れ
ロ
ス
が

出
や
す
い
た
め
、
移
動
販
売
は

商
い
と
し
て
難
し
い
と
言
わ
れ

ま
す
。
し
か
し
「
待
っ
と
る
人

が
お
る
か
ら
」
と
、
小
寺
さ
ん

は
大
急
ぎ
で
、
次
の
場
所
へ
と

向
か
い
ま
し
た
。

　

約
２
５
０
世
帯
、
約
７
２
０

人
が
居
住
す
る
石
井
地
域
（
海

内
・
桑
野
を
除
く
）
は
、
９
つ

の
自
治
会
が
あ
り
、
高
齢
化
率

は
約
40
㌫
。
高
齢
化
が
進
ん
だ

山
あ
い
の
地
域
で
す
。

　
「
子
ど
も
の
と
き
、
集
落
に

一
つ
は
商
店
が
あ
っ
た
ん
や
」

と
、
指
折
り
数
え
な
が
ら
話
す

石
井
地
域
づ
く
り
協
議
会
会
長

の
山
下
祐
一
さ
ん
（
青
木
）。

か
つ
て
は
食
料
品
店
も
多
く
、

　商店が無いなら、商品を運び販売する。復興に取り組む「町防災に強い地域づく
り推進協議会」が、石井・海内の両地域づくり協議会や商工会などと協働し、週一回、
移動販売車を走らせる社会実験を実施しています。その効果と課題を探ります。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も

 

楽
し
み
の
一
つ

　利用できるときはいつ
も利用しています。家の
近所で買い物できるのは、
本当に助かり、ありがた
く思います。
　小寺さんや、集まった
友だちとおしゃべりもで
きて、コミュニケーショ
ンの場にもなっています。
それも楽しみの一つです。

品
物
を
見
て
買
え
る
の
が
一
番 井原かつよ    田中美恵子　 衣笠靖子さ

ん
さ
ん

さ
ん・ ・

（大船） （大船） （大船）
谷節子    谷とみ子　 谷口とく江さ

ん
さ
ん

さ
ん・ ・

（上石井） （青木）（上石井）

Interview ①

ち
く
わ
一
本
も
買
え
な
い
暮
ら
し

利用者と会話する
小寺さん

Action② 移動販売社会実験

石井地域

おやつを買いに子ども
たちもやってきます

暮らしを支える新たな絆
き ず な海内地域
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所狭しと商品が並ぶ移動販売車。この日も多くの高齢者が食料品
などを買い求めました（大船集落）

　調味料やおかずなど、な
ん で も そ ろ っ て い て、 と
ても便利。ほぼ毎週利用し
ています。単車に乗って買
い物に出かけるのも危なく
なってきたので、本当に助
かっています。
　何よりも、自分の目で品
物を見て、納得して買い物
ができるのがうれしいです。

自助努力のみでは手に負えない
山下祐一会長 さ

ん 蓮谷善亮さ
んセンター長

石　井
地域づくり協議会

Interview ②

移
動
手
段
が
無
く
て
も
、
不
自

由
の
な
い
暮
ら
し
で
し
た
。
し

か
し
時
代
の
流
れ
と
と
も
に
人

口
は
激
減
。
商
店
も
路
線
バ
ス

も
今
は
あ
り
ま
せ
ん
。
頼
み
の

綱
で
あ
っ
た
移
動
販
売
車
も
、

昨
年
の
水
害
で
撤
退
し
ま
し

た
。「
ち
く
わ
の
一
本
も
買
え

ん
不
自
由
な
暮
ら
し
を
し
た
人

も
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
」
と
同

協
議
会
セ
ン
タ
ー
長
の
蓮
谷
善

亮
さ
ん（
上
石
井
）。そ
ん
な
中
、

移
動
販
売
が
再
開
し
、
両
氏
は

一
安
心
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
「
問
題
な
の
は
こ
れ

か
ら
で
す
」
と
蓮
谷
さ
ん
の
表

情
が
曇
り
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
社

会
実
験
は
本
年
度
で
終
了
。
そ

の
後
の
具
体
的
な
対
応
は
、
ま

だ
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。「
山

間
地
域
の
自
助
努
力
だ
け
で

は
、
手
に
負
え
な
い
大
き
な
課

題
や
」
と
両
氏
は
嘆
き
ま
す
。

　

い
か
に
移
動
販
売
事
業
を
守

る
か
。
地
域
の
暮
ら
し
を
左
右

す
る
大
き
な
課
題
で
す
。
そ
の

解
決
の
カ
ギ
は
、
地
域
、
商
店

（
街
）、
行
政
の
協
働
。
石
井
地

域
は
今
、
新
た
な
局
面
を
迎
え

て
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
な
る
協
働
が
カ
ギ

古里の暮らしを守る
特集

『買い物弱者』を支えるまちづくり



�

回
を
重
ね
る
ご
と
に
に
ぎ
わ
っ
た

「
イ
ナ
カ
ー
デ
」

　
「
来
場
者
が
減
る
の
で
は
、

と
い
う
心
配
を
よ
そ
に
、
毎
回

増
え
た
ん
で
す
。
身
近
で
外
食	

気
分
を
味
わ
う
の
が
楽
し
か
っ

た
ん
や
ろ
ね
」
と
海
内
地
域
づ

く
り
協
議
会
セ
ン
タ
ー
長
の
井

上
和
夫
さ
ん
（
海
内
）
は
、
笑

み
を
浮
か
べ
な
が
ら
当
時
を
振

り
返
り
ま
し
た
。

　

海
内
地
域
は
、
海
内
・
桑
野

の
２
つ
の
自
治
会
か
ら
構
成
さ

れ
、
約
80
世
帯
・
約
２
４
０
人

が
暮
ら
す
小
さ
な
地
域
。
高
齢

化
率
は
40
㌫
に
の
ぼ
り
ま
す
。

　

か
つ
て
あ
っ
た
商
店
は
姿
を

消
し
、
移
動
手
段
を
持
た
な
い

高
齢
者
も
多
く
存
在
し
ま
す
。

買
い
物
は
食
材
の
配
達
や
、
ご

近
所
の
助
け
合
い
で
行
わ
れ
て

い
る
の
が
実
情
で
す
。
外
食
に

い
た
っ
て
は
、
町
内
の
飲
食
店

に
行
く
に
も
、
タ
ク
シ
ー
で
往

復
８
千
円
以
上
か
か
り
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
、
国
の
補
助
を
受

け
活
動
す
る
「
町
防
災
に
強
い

地
域
づ
く
り
推
進
協
議
会
」
と

海
内
地
域
づ
く
り
協
議
会
や
商

工
会
が
協
働
し
、
移
動
飲
食
店

「
イ
ナ
カ
ー
デ
」
が
、
み
う
ち

若
杉
館
で
試
験
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
事
業
に
は
商
工
会
青

年
部
が
全
面
的
に
支
援
。
１
月

か
ら
３
月
の
間
、
計
３
回
、
出

張
飲
食
店
が
開
店
し
ま
し
た
。

　
「
こ
ん
ば
ん
わ
。
お
世
話
に

な
り
ま
す
」。
夕
方
５
時
半
の

開
始
を
前
に
、
次
々
と
集
ま
る

地
域
の
人
た
ち
。
会
場
は
毎
回

70
～
80
人
と
満
杯
で
し
た
。

　
「
移
動
手
段
の
な
い
高
齢
者

は
、
ご
近
所
の
協
力
で
送
迎
も

し
ま
し
た
。
家
族
ぐ
る
み
の
参

加
も
多
く
、
み
ん
な
本
当
に
楽

し
そ
う
や
っ
た
な
」
と
、
海
内

地
域
づ
く
り
協
議
会
会
長
の
柴

田
義
美
さ
ん
（
桑
野
）
は
、
う

れ
し
そ
う
に
話
し
ま
す
。

　

評
判
は
上
々
。「
海
内
地
域

か
ら
離
れ
た
商
店
（
街
）
が
身

海内地域以外からも多数来場。ジョッキを片手にみんなで「カンパ～イ」

商
店          

と
の
間
に
生
ま
れ
た
絆
き
ず
な

　海内地域の静かな夜に、突如出現した飲食店。同地域では先述の石井地域と同様、
移動販売の社会実験が行われています。それに加えて商店が丸ごと移動する「チャ
レンジ移動商店街」が実施され、臨時の移動飲食店が開店しました。

Action③ チャレンジ移動商店街

海内地域

友だち同士で楽しい
ディナータイム

楽しさが生む地域の未来

←

（
街
）
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県下で活躍する『春待ちファミリーＢＡＮＤ』のコン
サート。愉快な音楽とおいしい料理を楽しみました

コストの削減に協力し
　　買い物にも便利な事業へ

柴田義美会長 さ
ん 井上和夫さ

んセンター長

海　内
地域づくり協議会

題
が
あ
り
ま
す
。

　
「
出
張
に
よ
る
コ
ス
ト
増
で
、

お
店
の
収
益
が
低
い
と
聞
い
て

い
ま
す
。
ま
た
業
種
に
よ
っ
て

も
需
要
も
異
な
り
ま
す
。
商
店

に
奉
仕
し
て
も
ら
う
わ
け
に
は

い
か
ん
」
と
話
す
井
上
さ
ん
。

コ
ス
ト
削
減
に
地
域
で
何
か
で

き
な
い
か
、頭
を
ひ
ね
り
ま
す
。

　

ま
た
、
柴
田
さ
ん
は
地
域
の

運
営
ス
タ
ッ
フ
不
足
を
指
摘
し

ま
す
。
し
か
し
「
力
を
貸
し
て

く
だ
さ
っ
た
多
く
の
人
た
ち
に

感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
る
た
め

に
も
、私
た
ち
の
力
を
結
集
し
、

必
ず
実
施
し
て
み
せ
ま
す
。
こ

の
き
っ
か
け
を
無
駄
に
は
し
ま

せ
ん
」
と
意
気
込
み
ま
す
。

　

海
内
地
域
と
商
店
（
街
）
に

生
ま
れ
た
新
た
な
絆
。
一
筋
の

光
明
と
な
っ
て
、
地
域
の
未
来

を
照
ら
し
て
い
ま
す
。

近
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
」
と
声
を
そ
ろ
え
る
両

氏
。

　

山
間
地
域
と
商
工
会
、
行
政

な
ど
、
多
様
な
主
体
が
協
働
し

た
移
動
商
店
街
。
単
に「
外
食
」

の
場
を
作
っ
た
だ
け
で
な
く
、

地
域
と
商
店
（
街
）
の
新
た
な

絆
も
生
み
ま
し
た
。

　
『
イ
ナ
カ
ー
デ
』
は
試
験
的

な
取
り
組
み
。
し
か
し
、
継
続

実
施
を
望
む
声
も
多
く
、
他
の

地
域
か
ら
の
出
店
要
望
も
出
て

い
ま
す
。

　

井
上
さ
ん
は
「
飲
食
店
以
外

に
、
食
料
品
や
日
用
品
、
洋
服

な
ど
、
店
舗
を
増
や
せ
ば
、
買

い
物
に
も
便
利
や
」
と
話
す
一

方
「
あ
ま
り
無
理
も
言
え
ん
し

な
」
と
口
が
重
く
な
り
ま
す
。

継
続
実
施
に
は
、
い
く
つ
か
課

小さな子どもも楽しみました

継
続
・
発
展
に
頭
を
ひ
ね
る

←

古里の暮らしを守る
特集

『買い物弱者』を支えるまちづくり
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Action④

の
　『買い物弱者』を支えるまちづくりには、衰退する商
店（街）との共栄を考えなければなりません。そんな課
題と向き合う『さようまち・むら両立プロジェクト協議
会（会長：谷本学さん（上町））』が 11 月９日、さよう
文化情報センターで『山間地域とまちなか連携シンポジ
ウム』を開催しました。同協議会は県の補助を受け、地
域づくり協議会や商工会などで 10 月に発足した新たな
組織。今回のシンポジウムには商店主や地域住民など約
80 人が参加し、『買い物弱者』問題と真剣に向き合いま
した。なおシンポジウムのもようは、佐用チャンネルで
12 月 17 日㊎から２週間放映されます。

1982 年、東京生まれ。有限責任事業組合
市街地経営研究機構代表。商店街活性化で
有名な早稲田商店街プロジェクトの中心メ
ンバーとして事業に参画。2000 年には全
国的な商店街の共同出資会社を設立。高校
生で初代社長に就任。同年、『ＩＴ革命』
で新語流行語大賞を受賞。現在は全国の市
街地活性化のほか、米国・欧州の市街地研
究も手掛けている。

木下　斉さ
ん（きのした●ひとし）

さようまち・むら両立プロジェクト協議会

アドバイザー

　
「
暮
ら
し
の
不
便
さ
を
、
だ

れ
か
が
解
決
し
て
く
れ
る
時
代

は
終
わ
り
ま
し
た
」。
木
下
さ

ん
は
冒
頭
、
参
加
者
に
キ
ッ
パ

リ
と
言
い
切
り
ま
し
た
。

　

国
も
多
額
の
借
金
を
背
負
っ

て
い
ま
す
。
行
政
の
財
政
状
況

は
苦
し
く
な
る
一
方
、
中
山
間

地
域
で
は
買
い
物
弱
者
問
題
な

ど
、
生
活
課
題
が
次
々
と
発
生

し
、
地
域
で
の
暮
ら
し
を
揺
る

が
し
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
、
木
下
さ
ん
は
、

中
山
間
地
域
の
暮
ら
し
を
守
る

に
は
『
自
分
な
ら
こ
う
協
力
で

き
る
』
と
、
地
域
住
民
み
ん
な

で
知
恵
を
出
し
合
い
、だ
れ
が
、

ど
の
よ
う
に
解
決
す
る
の
か
を

考
え
る
必
要
性
を
説
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
「
買
い
物
弱
者
問
題

は
全
国
的
な
課
題
で
す
。
そ
の

一
歩
を
踏
み
出
す
佐
用
町
は
先

進
地
と
言
え
ま
す
。
さ
ら
に
一

歩
を
踏
み
出
し
、
新
た
な
モ
デ

ル
を
構
築
し
ま
し
ょ
う
」
と
参

買い物弱者
『山間地域とまちなか連携シンポジウム』開催

　

鳥
取
県
西
部
に
位
置
し
、
人

口
約
３
５
０
０
人
、
高
齢
化
率

が
約
40
㌫
、
買
い
物
弱
者
世
帯

が
10
㌫
を
超
え
る
江
府
町
。
こ

こ
で
は
地
域
住
民
と
商
店
、
行

政
の
協
働
で
、移
動
販
売
車「
ひ

ま
わ
り
号
」
を
町
内
く
ま
な
く

走
ら
せ
、
買
い
物
弱
者
の
暮
ら

し
を
守
っ
て
い
ま
す
。
11
月
５

日
、『
さ
よ
う
ま
ち
・
む
ら
両

立
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
協
議
会
』
の

メ
ン
バ
ー
が
、
同
町
へ
視
察
研

修
に
出
向
き
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
同
町
内
で
商
店
を

経
営
す
る
（
有
）
安
達
商
事
が

先進地に学ぶ

住
民
・
商
店
・
行
政
で

負
の
連
鎖
を
断
ち
切
る

鳥
取
県
江
府
町

一
人
ひ
と
り
の
知
恵
と
力
が

課
題
解
決
に
導
く

←

地
域
力
で
解
決
す
る
こ
と
が

　
　

    

持
続
可
能
な
仕
組
み
を
生
む

Profile

10

木
下
斉
さ
ん
基
調
講
演

共栄を探る
と商店（街）
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加
者
に
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

買
い
物
に
困
る
な
ら
、
移
動

販
売
ル
ー
ト
を
増
や
せ
ば
良

い
。
そ
ん
な
容
易
な
発
想
に
、

木
下
さ
ん
は
「
困
る
と
言
う
わ

り
に
は
、
移
動
販
売
車
を
走
ら

せ
て
も
買
っ
て
く
れ
ま
せ
ん
。

結
果
、
消
滅
し
ま
す
」
と
苦
言

を
呈
し
ま
す
。

　

そ
の
回
避
に
は
「
地
域
住
民

で
、
お
金
を
少
し
ず
つ
出
し

合
っ
て
、
自
分
た
ち
の
仕
組
み

を
作
る
こ
と
。
ま
た
地
域
住
民

が
そ
の
仕
組
み
を
使
う
約
束
を

す
る
こ
と
」
と
続
け
ま
す
。
つ

ま
り
、
行
政
の
補
助
金
だ
け
に

頼
り
切
る
の
で
は
な
く
『
住
民

出
資
』
と
『
買
い
支
え
』
が
、

将
来
も
持
続
す
る
仕
組
み
で
あ

る
こ
と
を
示
唆
し
ま
し
た
。

　

大
切
な
の
は
、
出
資
を
し
て

で
も
、
地
域
に
移
動
販
売
が
必

要
か
ど
う
か
を
議
論
す
る
こ

と
。
必
要
な
ら
ば
、
出
資
金
を

世
帯
一
口
数
千
円
、
世
帯
で
の

買
い
物
利
用
月
額
を
数
千
円
と

具
体
的
に
取
り
決
め
て
、
自
分

た
ち
で
サ
ー
ビ
ス
を
作
り
出
す

方
法
を
提
案
し
ま
し
た
。

　

地
域
住
民
の
力
で
、
買
い
物

の
場
を
運
営
す
る
全
国
の
事
例

か
ら
、
熊
本
県
荒
尾
市
の
徒
歩

圏
内
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
京
都
府
京

丹
後
市
の
㈲
常
吉
村
営
百
貨

店
、
山
形
県
鶴
岡
市
の
ま
ち
づ

く
り
共
同
組
合
「
虹
」
の
取
り

組
み
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

３
例
は
商
店
同
士
が
組
合
を

作
っ
た
り
、
住
民
出
資
で
新

た
に
起
業
し
た
り
と
形
態
は

様
々
。
そ
し
て
ワ
イ
ン
工
房
を

運
営
し
た
り
、
宅
急
便
の
集
配

業
務
を
扱
っ
た
り
、
医
療
・
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し
た
り
し

て
、
買
い
物
の
場
以
外
に
、
多

様
な
展
開
を
見
せ
て
い
ま
す
。

共
通
す
る
の
は
、
行
政
の
補
助

金
に
頼
ら
な
い
運
営
の
た
め
、

し
ば
り
が
な
く
自
由
に
運
営
し

て
い
る
点
。
そ
の
利
点
を
生
か

し
、
事
業
を
多
様
化
さ
せ
、
収

益
が
高
い
事
業
で
買
い
物
弱
者

支
援
な
ど
の
収
益
が
低
い
事
業

を
カ
バ
ー
し
て
い
る
点
で
す
。

　

木
下
さ
ん
は
「
佐
用
町
で
は

ど
ん
な
形
態
が
ベ
ス
ト
な
の

か
。
良
い
モ
デ
ル
を
生
み
出
し

て
欲
し
い
」と
期
待
を
込
め
て
、

講
義
を
く
く
り
ま
し
た
。

大
型
移
動
販
売
車
を
３
台
所

有
。
各
地
域
へ
週
２
回
移
動
販

売
車
を
走
ら
せ
、
多
く
の
人
た

ち
が
利
用
し
、
事
業
を
支
え
て

い
ま
す
。
ま
た
行
政
は
同
商
事

と
高
齢
者
の
見
守
り
協
定
を
結

ぶ
ほ
か
、
車
両
の
維
持
管
理
費

の
一
部
を
助
成
す
る
な
ど
、
高

齢
者
の
暮
ら
し
と
移
動
販
売
事

業
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
「
こ
の
町
を
愛
す
る
気
持
ち

が
原
動
力
」
と
や
さ
し
く
語
る

る
同
商
事
代
表
取
締
役
の
安
達

享
司
さ
ん
。
そ
し
て
「
地
域
と

と
も
に
仕
事
を
し
、
雇
用
を
生

み
、
過
疎
と
少
子
高
齢
化
の
負

の
連
鎖
を
断
ち
切
る
た
め
、
頑

張
り
ま
す
」
と
力
を
込
め
ま
し

た
。

「ひまわり号」を
視察するメンバー

「この町と人が好き」
と話す安達さん

木下さんの話を熱心に聴くする参加者

「
住
民
出
資
」「
買
い
支
え
」
が

持
続
可
能
な
仕
組
み
を
作
る

収
益
の
高
い
事
業
で

非
収
益
事
業
を
カ
バ
ー

←

古里の暮らしを守る
特集

『買い物弱者』を支えるまちづくり



12

北村広樹

●町商工会青年部

さ
ん（上町）

　海内地域の移動飲食店
「イナカーデ」には、協
力店舗として参加しまし
た。
　１回目は店の機材すべ
てを搬入し、新メニュー
を作ってのぞみ、大きな
赤字を生みました。２回
目はメニューを減らす一
方、協力店舗を増やして
収支は「とんとん」。３
回目はバイキング方式で
人件費を削減し、ようや
く収益を出せました。
　３回の実験で、地域や
商工会、他の店舗の協力
があれば、何とかなりそ
うなところまでこぎつけ
ました。待っていただい
ている、喜んでもらえる
声にこたえ、継続して取
り組みたいと思います。

「
イ
ナ
カ
ー
デ
」は
継
続
さ
せ
る

●海内地域づくり協議会
　会長

柴田義美さ
ん（桑野）

買
い
物
代
行
な
ど
の
支
え
合
い
が
大
切

　地域を巡回していただ
いている移動販売車は、
子どもも集まり、にぎや
かな交流の場となってい
ます。特に普段利用する
人が来なければ、安否確
認の場にもなり、ありが
たく思っています。停車
場所も、10 月から１か
所増えて、さらに利用者
に近くなって便利になり
ました。
　私たちが考えなければ
ならないのは、急速に高
齢化が進む中、買い物に
困っている人たちとどう
向き合っていくのか、と
いう点。「私が代わりに
買ってきますよ」という
取り組みが、とてもに大
切になると思います。

　子育て奮闘中のママは
仕事を辞めて、自分の資
格や特技を生かす場があ
りません。私たちの周り
には、子ども服を手作り
できたり、お菓子作りが
プロ並みだったりする友
人がたくさんいます。
　11 月３日、佐用商店
街の空き店舗を改修して
できた「子育てほっとス
テーション缶★環★館」
で、友だち４人で子ども
服などのフリーマーケッ
トを開きました。自分の
特技も生かせるし、少し
だけ収益もありました。
　ママ世代が商店街とつ
ながり、活躍できること
はとても素晴らしいと思
います。

空
き
店
舗
で
特
技
を
生
か
し
た
い

●キラキラッ子ママプラザ参加者

黒澤絵里さ
ん

（柴谷）
武田明日花さん

（大坪）

絆
き ず な

で支え合う多様な視  点の参画

　「夢」は人を行動させます。一人ひとりの行動が佐用町を少しづつ「夢」
に近づけます。基調講演をヒントに、木下斉さんと谷本学会長が、参加者
とともに『買い物弱者』と商店（街）が共栄し、将来も持続可能な仕組み
をどう作るかを話し合いました。会場は様々な立場からの「夢」が交錯。
持続可能な「佐用町モデル」を構築するためのいくつものヒントが生まれ
ました。進行は「さようまち・むら両立プロジェクト協議会」委員の榊原
昌彦さん（三田市）が務めました。

多様な夢が未来を築く
持続可能な「佐用町モデル」をどう作るかCROSS  TALK

写真左から司会の榊原さん、
木下さん、谷本会長
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　町や地域で様々な外出
支援事業が運行されてい
ます。それを利用して、
ぜひ地元の商店街をご利
用いただきたいと思いま
す。佐用商店会でも、コ
ミュニティバスでご利用
いただいた皆さんには、
バスチケットをお渡しす
るなどのサービスも検討
していきたいと思ってい
ます。
　基調講演で木下さんが
おっしゃった『住民出資』
での経営のお話は「すご
い」の一言。もし実現す
れば、出資した人も意識
が変わり、買い支えも実
現できることでしょう。
そして、高齢者の豊かな
生活を守れるでしょう。

コ
ミ
バ
ス
で
商
店
街
へ
来
て
欲
し
い

粂田英男
●佐用商店会会長

さ
ん（中町）

　私たちは佐用町の様々
な取り組みを研究し、地
域の自立を支える仕組み
づくりを提案します。
　地域内でお金が循環し
ないため、商店（街）は
衰退し、欲しいものが身
近で買えなくなり、働く
場所もなくなります。結
果、若者が町に住めなく
なります。
　この悪循環を断ち切る
には、地域内でお金が循
環する仕組みが何より大
切です。実現には、住民
参加のもとで「①お金を
出したくなる商品・サー
ビスを作る」「②買うた
めの手段を作る」「③提
供側が損をしない仕組み
を作る」ことが必要です。

●兵庫県職員
　チャレンジプログラム

大宮慶子さん上平健太さん

「
お
金
の
地
域
内
循
環
」
を
め
ざ
せ

花尾より子
● NPO 法人あさぎり

さ
ん（上長尾）

製
品
供
給
で
障
が
い
者
も
参
画
し
た
い

　私たちは平成 13 年か
ら小規模作業所を運営
し、障がい者の社会参加
をめざすNPO法人です。
　当作業所の皆さんは内
職や軽作業を行うほか、
各種イベントにバザーで
参加するなど、障がい者
の社会参加を前向きに進
めています。今は当作業
所にも『地域とかかわり
たい』と願う人が増えて
います。
　もし可能であれば、移
動販売で障がい者が作っ
た製品を、商品として販
売できればと考えます。
障がい者が地域にかかわ
りをもつことで、大きな
励みにもつながるのでは
ないかと思います。

多様な視  点の参画循環促進

CROSS  TALK

江川ふれあい号の出発式
（９月 30 日）

写真左から、進行の榊原昌彦さん、
木下さん、谷本会長。榊原さんは
昨年の災害以降、佐用町の復興に
取り組んでいます。

子育てほっとステーション缶★環★館
（11 月３日）

地域の規格外野菜を大阪市で販売する
ため、その取り組みをする島根県の『学
生マルシェ』代表の後藤匡彬さん（写
真奥）と打ち合わせする地域づくり協
議会の人たち（10 月 14 日）

古里の暮らしを守る
特集

『買い物弱者』を支えるまちづくり
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『買い物弱者』
　　     　　  町を豊かにする原動力

　佐用町モデルは２階建て方式です。土台の
１階を、コミュニティバスの利用や買い支
え、住民出資で支える。そして２階はコミュ
ニティバスの空席などを利用し、商品を運ん
だり、移動販売の帰りに野菜を持ち帰り、空
き店舗で販売したりするなど、上乗せする部
分です。こういった方法が地域の暮らしを豊
かにすると思います。
　地域経済活性化の方程式は、町外から収入
を得る『①流入増加』、利用や買い支えをす
る『②循環促進』、人とお金を外部に出さな

い『③流出減少』です。この方程式を実行す
る力がなければ、活性化はありえないし、『買
い物弱者』と商店（街）は共栄しません。
　佐用町は多くの人たちが、自信に満ちた
様々な取り組みをされています。この方程式
を実行する力を持っています。
　ちょっとした一歩の積み重ねが、大きな進
歩となり、地域が変わります。『買い物弱者』
問題は、まさに地域を豊かにする原動力であ
るように、皆さんで地域を導いてほしいと
願っています。

空
き
店
舗
の
活
用
で
町
内
の

●佐用地域づくり協議会
　センター長

倉部次男さ
ん（上町）

　私たちの協議会は、非
常に大きな地域を網羅す
る組織。その中に商店街
もあります。日ごろはコ
ミュニティ活動の活性化
に取り組んでいます。
　移動販売をした帰りの
便に、その地で収穫され
た農産物を持ち帰り、商
店街の空き店舗で販売し
てはどうでしょうか。そ
うすれば石井・海内地域
と商店街の交流も深まり
ます。収益は小さいかも
しれませんが、互いに絆

きずな

が生まれ、活性化につな
がるのではと思います。
　今後は「お金の地域内
循環」につながるような
コミュニティ活動にも努
力していきます。

町
を
愛
す
る
か
ら
こ
そ
新
た
な
仕
組
み
を
つ
く
る

●さようまち・むら両立
　プロジェクト協議会会長

谷本　学さ
ん（上町）

　移動販売もイナカーデ
も、地域の皆さんが待ち
望み、喜ばれる取り組み
です。現状では営利には
なかなか結びつきません
が「佐用町を愛する」か
らこそ、将来も持続する
新たな仕組みを探りたい
と思います。
　昨年８月の災害後、１
年４か月が経過し、被災
商店の調査を行いまし
た。店じまいするか心が
揺れるほど厳しい状況で
す。ぜひ、地域の商店（街）
を利用してほしいと思い
ます。「お金の地域内循
環」をしていただくこと
で、商売人も頑張れ、地
域にも貢献できることに
つながります。

規
格
外
野
菜
の
販
売
で　
　
　
　
　

を

●石井地域づくり協議会
　会長

山下祐一さ
ん（青木）

　島根県の規格外野菜を
大阪へ運び販売している
島根大学の学生たち『学
生マルシェ』。その協力
で、大阪へ行く際に、私
たちが作った野菜を大阪
市内の商店街で販売する
取り組みを、11 月から
試験的に始めました。
　各家庭で自給するため
の野菜を少し多めに作っ
て販売し、年金プラス
１万円をめざせば、少し
小遣いが増えるし、消費
も拡大します。そして高
齢者の生きがいにもつな
がります。
　都市部では、手すきの
和紙も重宝がられます。
石井地域の和紙も販売し
たいと思います。

「
外
貨
流
入
」

期待 ☓ 決意 町内外の連携

問題は

「
ま
ち
・
む
ら
連
携
」
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■取材を終えて

・『地域生活インフラを支える流通のあり方研究会報告書
　～地域社会とともに生きる流通～』（経済産業省）

・『買物難民　－もうひとつの高齢者問題』杉田　聡著（大月書店）
・『農山村再生　「限界集落問題」を超えて』小田切　徳美著（岩波書店）

参考文献
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「
接
客
型
」

●経済産業省流通政策課
　課長補佐

加藤　弘さ
ん

　流通政策課で買い物弱
者対策に取り組んでいま
す。今、少子高齢化の中で、
流通業に変化が求められ
ています。かつては店で
待っていれば人が集まる
「集客型」でしたが、今は
人前に出かけても、なか
なか売れません。今後は
顧客に接近する「接客型」
ビジネスに変わらないと
いけない時代となりまし
た。
　佐用町には移動販売の
帰り便の活用、コミュニ
ティバスと医療機関との
連携、タクシーと商店（街）
の連携など、埋没するニー
ズを掘り起こし、従来と
異なるアプローチでのビ
ジネスに期待します。

ビ
ジ
ネ
ス
が
求
め
ら
れ
て
い
る

期待 ☓ 決意

　「週に一回きてくれて、ほんまにありがたい」
「私ら一人暮らしやし、自分でどこへでも行かれ

へんでなあ」。社会実験で走る移動販売車を取材
した際、多くの高齢者から出た感謝の声です。た
くさんの食料品が詰まった買い物袋を手押し車に
入れ、少し背を曲げて帰る高齢者の顔からは、安
堵の表情がうかがえました。
　佐用町のような中山間地域はこれまで、様々な
時代の波に飲まれてきました。激しい人口の流出
や農林業の衰退のほか、近年では少子高齢化で集
落機能を維持できない「限界集落」が問題となり
ました。さらには商圏人口の減少と車社会の進展
で、商店（街）の衰退が深刻化。全国各地に『買
い物弱者』が生まれました。経済産業省は『買い
物弱者』人口を、全国で約 600 万人と推計して
います。
　これまで経営努力のみで語られてきた町内の商
店（街）。しかし『買い物弱者』の視点に立てば、
身近な商店（街）は、暮らしに不可欠なライフラ
インの一面を持っていることに気づきます。そし
て買い物は命に直結しながらも、医療・介護のよ
うに、みんなで支えあう公的制度がありません。
ライフラインである移動販売や身近な商店（街）
がこれ以上衰退・廃業しないよう、地域住民の利
用で守る意識が、高齢化が進む佐用町には必要で
す。
　今回紹介した町内の様々な事例には、商店（街）
と地域の絆を作ろうとする人々、はぐくもうとす
る人々、絆で新たな地域を作ろうと汗する人々の
姿がありました。またシンポジウムでは、課題を
共有する中で参加者同士に新たな絆が生まれまし
た。それらの絆はさらに広がりを見せ、住民の参
画と協働を促し、『買い物弱者』と商店（街）が
共栄し、持続可能な仕組み＝「佐用町モデル」へ
と発展します。
　絆こそまさに、支え合って助け合う「協働のま
ちづくり」の原点。合併以降、地域住民と行政で
取り組んできた佐用町の「協働のまちづくり」が
あらためて原点に立ち、今後、新たな展開を始め
ます。

が
ま
ち
づ
く
り
の
原
点

「
支
え
合
い
」「
助
け
合
い
」

（おわり）古里の暮らしを守る
特集

『買い物弱者』を支えるまちづくり
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問企画防災課まちづくり防災室・広報室　☎８２－０６６４

町
民
の

買
い
物
に
関
す
る
実
態
調
査

アンケートに
ご協力ください

１月31日㊊
締  切

　回答方法
　①アンケート添付の封筒をはがしてください。
　②アンケートに回答を書いてください。
　③回答を添付の封筒に入れ、しっかり封をしてください。
　　のりづけは不要です。
　④切手を貼らずにお近くの郵便ポストに投函してください。

久崎商店街に遊びにおいで

久崎市

　久崎地域づくり協議会では、恒例の久崎市を開
催します。地域住民手づくりの歳の市を、ぜひお
楽しみください。
■内容　集落、商店、団体などによる正月用品な
　どの販売、模擬店、ゲームなどを行うほか、ス
　テージイベントもあります。

問久崎地域づくり協議会（上月支所地域振興室）
　☎８６－１２１０ 楽しい催しがもりだくさん（写真は前回の久崎市）

日時

場所

12月26日日 午前10時～

久崎商店街周
辺

　買い物を取り巻く環境の現状を把握するため、アンケートを実施し

ます。アンケート結果は、今後の対策に使用します。アンケート用紙

は本ページに折り込んでいます。皆さんの回答をお待ちしています。

平成23年
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ゆるキャラ 大募集
　観光ＰＲのため、町のイメージキャラクターを募集します。キャラクター
は各種イベントやキャンペーンで広く活用します。

■応募資格　どなたでも応募できます。
■応募期間　来年１月７日㊎消印有効
■応募方法　専用の応募用紙、またはＡ４版用
　紙に次の事項を記載の上、郵送、持参、電子メー
　ルでご応募ください。画材は自由です。
　①キャラクター図案（カラー）前面・後面
　②キャラクターのコンセプト
　③キャラクターの名前（愛称）
　　※名前は必ず採用するとは限りません。
　④住所・お名前・電話番号・ＦＡＸ番号・メー
　　ルアドレス・職業または学校名（学年）
※電子メールの応募の場合は 1.5MB 以内でお願
　いします。またメール本文に②～④を記載し、
　①を jpg または PDF 方式にて、A4版で添付し
　てください。
■テーマ
　佐用町の歴史（人物・伝説・史跡）・文化（農業・
産業・祭・伝統文化・食文化 ）自然（動物・植物・
景観）などをモチーフとした親しみやすいもの
■応募規定（詳細はお問い合わせください）
  ①何点でも応募可（ただし 1枚１作品）。
  ②応募作品は他の商標などと類似していないも

　　ので、自作未発表のものに限ります。
  ③応募作品はお返ししません。
  ④採用作品の著作権、使用権などは佐用町観　 
　　光協会に帰属します。採用作品は一部補作、
　　修正する場合があります。
■選考方法　選考委員会で決定します。
■賞と副賞
　最優秀賞１点・町特産品詰め合わせ 10万円相当
　　　　　　　　※年数回に分けて送付します。
　優秀賞　２点・町特産品詰め合わせ
■その他　応募用紙は商工観光課、各支所・出
　張所にあります。また町ホームページからも
　ダウンロードできます。
　町ホームページ　http://www.town.sayo.lg.jp/

　応募先・お問い合わせ
〒 679-5380
　佐用町佐用 2611 番地１
　佐用町役場　佐用町観光協会事務局
　（商工観光課内）
　☎８２－０６７０
　メールアドレス　chara@town.sayo.lg.jp

かわいい
観光大使を
考えて

ボクの
名前は コロ たん
しかコロッケＰＲキャラクターの名前が決まる

　佐用名物である「しかコロッケ」をＰＲす
るかわいいシカの名前が決まりました。イ
メージにぴったりな「コロたん」と命名され
ました。
　町商工会青年部が、９月 15 日から 10 月
25 日まで、キャラクターにあう名前を広く
募集。結果、262 点の応募がありました。
　名前は 11 月３日、佐用商店街で開催され
た大収穫祭で披露され、命名した谷口聖子さ
ん（上長尾）が名前を呼ぶと、愛らしく手を
振りお目見え。その後は、子どもたちとの写
真撮影に応じていました。

コロたんと記念撮影する子どもたち
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さ
ん

（
力
万
）

　

10
月
22
日
と
23
日
、
千
葉
県

で
行
わ
れ
た
全
国
障
が
い
者
ス

ポ
ー
ツ
大
会
に
、
福
井
美
咲
さ

ん
（
力
万
）
が
卓
球
で
出
場
し
、

ブ
ロ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
４
０
３
で

金
メ
ダ
ル
（
１
位
）
を
獲
得
し

ま
し
た
。
福
井
さ
ん
は
播
磨
特

別
支
援
学
校
高
等
部
の
３
年

生
。「
本
当
に
う
れ
し
い
」
と

輝
く
笑
顔
を
見
せ
ま
し
た
。

　

同
大
会
は
、
障
が
い
の
あ
る

か
た
が
競
技
を
通
じ
て
そ
の
楽

し
さ
を
体
験
す
る
ス
ポ
ー
ツ
の

祭
典
。
毎
年
全
国
か
ら
多
く
の

選
手
が
集
い
、
競
技
を
通
じ
て

交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
が
大
好
き
な
福
井

さ
ん
は
小
学
３
年
生
か
ら
上
月

卓
球
教
室
に
所
属
。
数
少
な
い

小
学
生
メ
ン
バ
ー
の
一
人
と
し

て
、
小
さ
な
こ
ろ
か
ら
大
人
と

と
も
に
技
を
磨
い
て
き
ま
し

た
。

　

そ
の
後
同
校
に
進
学
。昨
年
、

新
潟
県
で
開
催
さ
れ
た
同
大
会

に
兵
庫
県
の
選
手
と
し
て
初
出

場
し
た
福
井
さ
ん
。
し
か
し
善

戦
す
る
も
惜
敗
。

　

そ
の
と
き
の
く
や
し
さ
を
バ

ネ
に
、
さ
ら
に
練
習
に
励
ん
で

き
ま
し
た
。

　

今
年
も
兵
庫
県
選
手
団
86
人

の
一
人
と
な
り
、
目
標
だ
っ
た

金
メ
ダ
ル
を
獲
得
。「
２
年
連

続
出
場
の
う
れ
し
さ
と
、
昨
年

の
く
や
し
さ
を
力
に
変
え
て
頑

張
り
ま
し
た
」
と
メ
ダ
ル
を
見

せ
る
福
井
さ
ん
は
「
こ
れ
ま
で

指
導
や
応
援
し
て
く
だ
さ
っ
た

皆
さ
ん
に
、
お
礼
を
言
い
た
い

で
す
」
と
感
謝
の
気
持
ち
も
忘

れ
ま
せ
ん
。

　

今
は
卓
球
以
外
に
、
同
校
音

楽
部
で
バ
ス
キ
ー
ボ
ー
ド
に
も

挑
戦
し
て
い
る
福
井
さ
ん
。
思

い
出
の
一
ペ
ー
ジ
を
胸
に
、
今

日
も
充
実
し
た
学
校
生
活
を
楽

し
ん
で
い
ま
す
。

全国障がい者スポーツ大会「ゆめ半島千葉大会』

福井美咲
卓球で金メダル

おめでとう
これからも
頑張って

昨
年
の
く
や
し
さ
を
バ
ネ
に

こ
れ
ま
で
応
援
し
て
く
だ
さ
っ
た

み
ん
な
に
感
謝

金メダルと記録証
を手に笑顔を見せ
る福井さん

「今後も卓球を楽しみたい」
と練習する福井さん

議
長
杯
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

■
開
催
日　

10
月
29
日

■
場　

所　
南
光
ス
ポ
ー
ツ
公
園

　

優　

勝　

ひ
ま
わ
り

　

準
優
勝　

大
木
谷

　

第
３
位　

田　

此

佐
用
郡
少
年
柔
剣
道
交
歓
大
会

■
開
催
日　

10
月
31
日

■
場　

所　

上
月
中
学
校
体
育
館

【
柔
道
団
体
戦
の
部
】

小
学
生
の
部　

　

優　

勝　

上
月
蛍
柔
館
Ａ

　

準
優
勝　

上
月
蛍
柔
館
Ｂ

　

第
３
位　

上
月
蛍
柔
館
Ｄ

【
柔
道
個
人
戦
の
部
】

幼
年
の
部

　

優　

勝　

中
嶋
琉
偉

　
　
　
　
　
（
三
日
月
広
道
館
）

　

準
優
勝　

繁
延　

陸

　
　
　
　
　
（
上
月
蛍
柔
館
）　

　

第
３
位　

森
元
く
る
み

　
　
　
　
　
（
上
月
蛍
柔
館
）

小
学
１
年
生
の
部

　

優　

勝　

中
嶋
悠
陽

　
　
　
　
　
（
三
日
月
広
道
館
）

　

準
優
勝　

森
元
遼
雅

　
　
　
　
　
（
上
月
蛍
柔
館
）

　

第
３
位　

幸
田
丈
二
郎

　
　
　
　
　
（
三
日
月
広
道
館
）

　

第
３
位　

森
元
結
大

　
　
　
　
　
（
上
月
蛍
柔
館
）

小
学
２
年
生
の
部

　

優　

勝　

寺
本
照
英

　
　
　
　
　
（
上
月
蛍
柔
館
）

　

準
優
勝　

寺
本
龍
生

　
　
　
　
　
（
上
月
蛍
柔
館
）

　

第
３
位　

岡
本
光
平

　
　
　
　
　
（
上
月
蛍
柔
館
）　

　

第
３
位　

藤
元
冬
馬

　
　
　
　
　
（
上
月
蛍
柔
館
）

小
学
３
年
生
の
部

　

優　

勝　

森
元
杏
奈

　
　
　
　
　
（
上
月
蛍
柔
館
）

小
学
４
年
生
の
部

　

優　

勝　

嶋
田
拓
真

　
　
　
　
　
（
上
月
蛍
柔
館
）

　

準
優
勝　

井
平
裕
隆

　
　
　
　
　
（
上
月
蛍
柔
館
）　

　

第
３
位　

藤
元
柊
伍

　
　
　
　
　
（
上
月
蛍
柔
館
）

小
学
５
年
生
の
部

　

優　

勝　

大
西
剛
樹

　
　
　
　
　
（
上
月
蛍
柔
館
）　

　

準
優
勝　

山
口
想
羅

　
　
　
　
　
（
上
月
蛍
柔
館
）　

　

第
３
位　

横
山　

諒

　
　
　
　
　
（
上
月
蛍
柔
館
）

小
学
６
年
生
の
部

　

優　

勝　

嶋
田
哲
吏

　
　
　
　
　
（
上
月
蛍
柔
館
）

中
学
生
男
子
の
部

　

優　

勝　

坂
井
大
良

　
　
　
　
　
（
上
月
蛍
柔
館
）　

　

準
優
勝　

安
東　

走

　
　
　
　
　
（
三
日
月
広
道
館
）

　

第
３
位　

石
原
俊
太

　
　
　
　
　
（
上
月
蛍
柔
館
）　

　

第
３
位　

横
山　

潤

　
　
　
　
　
（
上
月
蛍
柔
館
）

中
学
生
女
子
の
部

　

優　

勝　

安
東
歩
花

　
　
　
　
　
（
三
日
月
広
道
館
）

　

準
優
勝　

岡
田　

凪

　
　
　
　
　
（
三
日
月
広
道
館
）

　

第
３
位　

幸
福
咲
実

　
　
　
　
　
（
三
日
月
広
道
館
）

　

第
３
位　

坂
井
夕
稀

　
　
　
　
　
（
上
月
蛍
柔
館
）

【
剣
道
団
体
戦
の
部
】

小
学
低
学
年
の
部

　

優　

勝　

南
光
剣
友
会
Ａ　

　

準
優
勝　

上
月
剣
友
会　

　

第
３
位　

佐
用
双
葉
会
Ｂ

小
学
高
学
年
の
部

　

優　

勝　

南
光
剣
友
会　

　

準
優
勝　

上
月
剣
友
会

中
学
生
の
部

　

優　

勝　

南
光
剣
伸
会
Ｃ　

　

準
優
勝　

南
光
剣
伸
会
Ａ　

　

第
３
位　

南
光
剣
伸
会
Ｂ

【
剣
道
個
人
戦
の
部
】

小
学
１
・
２
年
生
の
部

　

優　

勝　

萩
原
崚
天

　
　
　
　
　
（
佐
用
双
葉
会
）

　

準
優
勝　

國
葊
康
介

　
　
　
　
　
（
佐
用
双
葉
会
）

　

第
３
位　

清
水
咲
良

　
　
　
　
　
（
上
月
剣
友
会
）

小
学
３
・
４
年
生
の
部

　

優　

勝　

豊
岡
李
矩

　
　
　
　
　
（
南
光
剣
友
会
）

　

準
優
勝　

児
嶋
克
哉

　
　
　
　
　
（
上
月
剣
友
会
）

　

第
３
位　

植
田
真
央

　
　
　
　
　
（
佐
用
双
葉
会
）

小
学
５
・
６
年
生
の
部

　

優　

勝　

豊
岡
龍
弥

　
　
　
　
　
（
南
光
剣
友
会
）

　

準
優
勝　

児
嶋
初
紀

　
　
　
　
　
（
上
月
剣
友
会
）

　

第
３
位　

舟
引
千
紘

　
　
　
　
　
（
南
光
剣
友
会
）

中
学
生
の
部

　

優　

勝　

森
﨑　

廉

　
　
　
　
　
（
南
光
剣
伸
会
）　

　

準
優
勝　

舟
引
千
春

　
　
　
　
　
（
南
光
剣
伸
会
）　

　

第
３
位　

船
引
亜
由
美

　
　
　
　
　
（
南
光
剣
伸
会
）

←

←

み
ん
な
の
ス
ポ
ー
ツ

が
ん
ば
っ
た
人
た
ち
に

（
敬
称
略
）
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2010/12月号

　

11
月
13
日
・
14
日
の
２
日
間
、

上
月
体
育
館
な
ど
７
会
場
で
、

第
19
回
ビ
ス
ラ
カ
ッ
プ
少
女
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
県
内
は
も
と
よ
り
、

遠
く
は
島
根
県
や
鳥
取
県
、
京

都
府
か
ら
99
チ
ー
ム
、
約
千
人

の
選
手
が
参
加
。
町
内
の
多
く

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
力
で
、
各

会
場
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
し
た
。

　

町
内
か
ら
は
、
佐
用
、
利
神
、

江
川
、
上
月
、
久
崎
、
中
安
、

徳
久
、
三
河
の
８
チ
ー
ム
が
参

加
。
初
日
、
同
体
育
館
で
行
わ

れ
た
開
会
式
で
は
、
選
手
た
ち

は
プ
ラ
カ
ー
ド
を
持
っ
て
元
気

よ
く
入
場
行
進
。
そ
し
て
町
内

８
チ
ー
ム
か
ら
盛
本
鈴
華
さ
ん

（
上
町
）、
岡
本
玲
奈
さ
ん
（
大

船
）、小
林
由
香
さ
ん
（
仁
方
）、

永
見
明
渚
さ
ん
（
上
上
月
）、

小
寺
さ
や
か
さ
ん
（
久
崎
）、

稲
谷
未
来
さ
ん
（
中
島
）、
段

城
衣
舞
さ
ん
（
東
徳
久
）、
春

名
風
夏
さ
ん
（
船
越
）
が
、
参

加
者
の
前
で
、「
昨
年
の
災
害

で
多
く
の
人
た
ち
に
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。
今
日
も
力
い
っ

ぱ
い
が
ん
ば
り
ま
す
」
と
歓
迎

の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
各
会
場
に
分
か
れ

試
合
が
行
わ
れ
、
町
内
の
８

チ
ー
ム
は
惜
し
く
も
入
賞
を
逃

し
ま
し
た
が
、
持
て
る
力
を
存

分
に
発
揮
し
ま
し
た
。

99  約1000人が
町内７会場で熱戦

町内からも
８チームが
参加

チ
ー
ム

ビスラカップ少女バレーボール大会

歓迎の言葉を述べる選手たち

力いっぱいプレーする選手たち（写真は
久崎ジュニアバレーボールクラブ）

祝 プロ野球ドラフト　広島東洋カープ１位指名　    佐用スターズ出身　福井優也さん
文部科学大臣杯全日本ゲートボール選手権大会　優勝　きらり三日月チーム

議
長
杯
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

■
開
催
日　

10
月
29
日

■
場　

所　
南
光
ス
ポ
ー
ツ
公
園

　

優　

勝　

ひ
ま
わ
り

　

準
優
勝　

大
木
谷

　

第
３
位　

田　

此

佐
用
郡
少
年
柔
剣
道
交
歓
大
会

■
開
催
日　

10
月
31
日

■
場　

所　

上
月
中
学
校
体
育
館

【
柔
道
団
体
戦
の
部
】

小
学
生
の
部　

　

優　

勝　

上
月
蛍
柔
館
Ａ

　

準
優
勝　

上
月
蛍
柔
館
Ｂ

　

第
３
位　

上
月
蛍
柔
館
Ｄ

【
柔
道
個
人
戦
の
部
】

幼
年
の
部

　

優　

勝　

中
嶋
琉
偉

　
　
　
　
　
（
三
日
月
広
道
館
）

　

準
優
勝　

繁
延　

陸

　
　
　
　
　
（
上
月
蛍
柔
館
）　

　

第
３
位　

森
元
く
る
み

　
　
　
　
　
（
上
月
蛍
柔
館
）

小
学
１
年
生
の
部

　

優　

勝　

中
嶋
悠
陽

　
　
　
　
　
（
三
日
月
広
道
館
）

　

準
優
勝　

森
元
遼
雅

　
　
　
　
　
（
上
月
蛍
柔
館
）

　

第
３
位　

幸
田
丈
二
郎

　
　
　
　
　
（
三
日
月
広
道
館
）

　

第
３
位　

森
元
結
大

　
　
　
　
　
（
上
月
蛍
柔
館
）

小
学
２
年
生
の
部

　

優　

勝　

寺
本
照
英

　
　
　
　
　
（
上
月
蛍
柔
館
）

　

準
優
勝　

寺
本
龍
生

　
　
　
　
　
（
上
月
蛍
柔
館
）

　

第
３
位　

岡
本
光
平

　
　
　
　
　
（
上
月
蛍
柔
館
）　

　

第
３
位　

藤
元
冬
馬

　
　
　
　
　
（
上
月
蛍
柔
館
）

小
学
３
年
生
の
部

　

優　

勝　

森
元
杏
奈

　
　
　
　
　
（
上
月
蛍
柔
館
）

小
学
４
年
生
の
部

　

優　

勝　

嶋
田
拓
真

　
　
　
　
　
（
上
月
蛍
柔
館
）

　

準
優
勝　

井
平
裕
隆

　
　
　
　
　
（
上
月
蛍
柔
館
）　

　

第
３
位　

藤
元
柊
伍

　
　
　
　
　
（
上
月
蛍
柔
館
）

小
学
５
年
生
の
部

　

優　

勝　

大
西
剛
樹

　
　
　
　
　
（
上
月
蛍
柔
館
）　

　

準
優
勝　

山
口
想
羅

　
　
　
　
　
（
上
月
蛍
柔
館
）　

　

第
３
位　

横
山　

諒

　
　
　
　
　
（
上
月
蛍
柔
館
）

小
学
６
年
生
の
部

　

優　

勝　

嶋
田
哲
吏

　
　
　
　
　
（
上
月
蛍
柔
館
）

中
学
生
男
子
の
部

　

優　

勝　

坂
井
大
良

　
　
　
　
　
（
上
月
蛍
柔
館
）　

　

準
優
勝　

安
東　

走

　
　
　
　
　
（
三
日
月
広
道
館
）

　

第
３
位　

石
原
俊
太

　
　
　
　
　
（
上
月
蛍
柔
館
）　

　

第
３
位　

横
山　

潤

　
　
　
　
　
（
上
月
蛍
柔
館
）

中
学
生
女
子
の
部

　

優　

勝　

安
東
歩
花

　
　
　
　
　
（
三
日
月
広
道
館
）

　

準
優
勝　

岡
田　

凪

　
　
　
　
　
（
三
日
月
広
道
館
）

　

第
３
位　

幸
福
咲
実

　
　
　
　
　
（
三
日
月
広
道
館
）

　

第
３
位　

坂
井
夕
稀

　
　
　
　
　
（
上
月
蛍
柔
館
）

【
剣
道
団
体
戦
の
部
】

小
学
低
学
年
の
部

　

優　

勝　

南
光
剣
友
会
Ａ　

　

準
優
勝　

上
月
剣
友
会　

　

第
３
位　

佐
用
双
葉
会
Ｂ

小
学
高
学
年
の
部

　

優　

勝　

南
光
剣
友
会　

　

準
優
勝　

上
月
剣
友
会

中
学
生
の
部

　

優　

勝　

南
光
剣
伸
会
Ｃ　

　

準
優
勝　

南
光
剣
伸
会
Ａ　

　

第
３
位　

南
光
剣
伸
会
Ｂ

【
剣
道
個
人
戦
の
部
】

小
学
１
・
２
年
生
の
部

　

優　

勝　

萩
原
崚
天

　
　
　
　
　
（
佐
用
双
葉
会
）

　

準
優
勝　

國
葊
康
介

　
　
　
　
　
（
佐
用
双
葉
会
）

　

第
３
位　

清
水
咲
良

　
　
　
　
　
（
上
月
剣
友
会
）

小
学
３
・
４
年
生
の
部

　

優　

勝　

豊
岡
李
矩

　
　
　
　
　
（
南
光
剣
友
会
）

　

準
優
勝　

児
嶋
克
哉

　
　
　
　
　
（
上
月
剣
友
会
）

　

第
３
位　

植
田
真
央

　
　
　
　
　
（
佐
用
双
葉
会
）

小
学
５
・
６
年
生
の
部

　

優　

勝　

豊
岡
龍
弥

　
　
　
　
　
（
南
光
剣
友
会
）

　

準
優
勝　

児
嶋
初
紀

　
　
　
　
　
（
上
月
剣
友
会
）

　

第
３
位　

舟
引
千
紘

　
　
　
　
　
（
南
光
剣
友
会
）

中
学
生
の
部

　

優　

勝　

森
﨑　

廉

　
　
　
　
　
（
南
光
剣
伸
会
）　

　

準
優
勝　

舟
引
千
春

　
　
　
　
　
（
南
光
剣
伸
会
）　

　

第
３
位　

船
引
亜
由
美

　
　
　
　
　
（
南
光
剣
伸
会
）

←

←

み
ん
な
の
ス
ポ
ー
ツ

が
ん
ば
っ
た
人
た
ち
に

（
敬
称
略
）
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さよう
文化祭

●４会場で盛大に開催

　10 月 30 日から 11 月７日にかけて、
４会場でさよう文化祭が開催されま
した。会場では芸能発表や作品展示、
バザーなどの催しが行われ、多くの
人たちでにぎわいました。その一部
を写真でお伝えします。

佐用高校家政科と佐用保育園のファッションショー

お
茶
席
は
佐
用
高
校
の
生
徒

も
お
手
伝
い

上月会場

11/1～3

息を合わせて「ソーレ！」（なわとび大会）美しい歌声を披露した民謡こうづきの皆さん

バザー会場も大にぎわい

三日月中学校３年生の「三中ソーラン」

三日月会場

11/6～7

美声を披露した高年大学歌謡部

楽しい司会で盛り上げた
塚﨑純さん（田此）と黒
﨑文子さん（徳平）

親子で絵手紙づくりに
挑戦中
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約 300 点の力作が並んだ展示会場

佐用会場

10/30～11/3

南光会場

11/6～7 中安小学校有志による「よ
さこいソーラン」。アンコー
ルの声にこたえ、２回披露
しました

自然薯特産部会をお手伝いする上津中学校有志たち

大
正
琴
が
奏
で
る
メ
ロ
デ
ィ
ー
に

あ
わ
せ
て
踊
る
子
ど
も
た
ち
（
大

正
琴
す
ず
ら
ん
教
室
）

佐用郡美術展

■町長賞
日本画　米田三枝（姫路市）　洋画　飛岡文夫（土　井）
書　　　矢野嘉代子（櫛　田）　写真　岡本敏和（仁　方）
工芸　　田中安彦（姫路市）　

■議長賞
日本画　祐保明美（判　官）　洋画　平野あさみ（早瀬１）
書　　　三枝真由美（栄　町）　写真　津村　豊（上郡町）
工芸　　深澤都紀美（上郡町）　

■教育委員会賞
日本画　藤木久子（上長尾）　洋画　筏　忠敬（林　崎）
書　　　坂本則子（仁　位）　写真　末元正和（美作市）
工芸　　井口萬寿雄（口長谷）　

■郡美術協会賞
日本画　嶋津裕子（口長谷）　洋画　小南広子（下徳久下）
書　　　西川博敏（宍粟市）　写真　田村元志（本位田甲）
工芸　　石倉ふみよ（須　安）　

■佐用ライオンズクラブ賞
日本画　蔭山泰子（山　平）　洋画　吉田真樹穂（京都市）
書　　　安松一美（山　脇）　写真　古谷　昇（相生市）
工芸　　寺本武士（宍粟市）　

■奨励賞
日本画　池田芳伸（赤穂市）　洋画　井谷智行（西河内）
洋画　　竹田沢子（上上月）　洋画　寺本三枝子（宍粟市）
書　　　松本香澄（美作市）　書　　小林悦子（仁　方）
書　　　巴　宏美（多　賀）　写真　高見博和（久　崎）
写真　　鞍田和風（広　山）　写真　坂本ひさ子（下秋里）
写真　　岸本恵子（宍粟市）　写真　井関一文（安　川）
写真　　西岡美沙子（三日月下）　写真　高見房子（家　内）
写真　　長谷川妙子（姫路市）　写真　柴田文男（たつの市）
写真　　橋本　明（茶屋下）　工芸　半田浩子（大　畠）
工芸　　衣本利美（山　脇）　工芸　寺本久香（早瀬１）

入賞作品が決まる
　11月18日から21日の間、佐用勤労者体育セン
ターで、佐用郡美術展が開催されました。部門ご
との入賞者は次のとおりです。（敬称略）

作品を見る来場者
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人
権
擁
護
委
員

小
紫
秀
真　

  

間
嶋
太
一
郎　

  

が
退
任

さん
（船越）

さん
（櫛田）

　

人
権
擁
護
委
員
の
小
紫
秀
真

さ
ん
（
船
越
）、
間
嶋
太
一
郎

さ
ん
（
櫛
田
）
が
、
９
月
末
で

退
任
し
ま
し
た
。
在
任
中
の
功

績
に
対
し
て
、
法
務
大
臣
か
ら

感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

お
二
人
は
こ
れ
ま
で
、
定
期

的
な
人
権
相
談
や
、
子
ど
も
を

中
心
と
し
た
人
権
教
育
な
ど
、

様
々
な
活
動
を
通
じ
、
町
民
の

人
権
意
識
の
普
及
と
向
上
に
尽

力
し
ま
し
た
。

　

お
二
人
に
代
わ
っ
て
、
新
委

員
に
は
古
淵
操
さ
ん
（
久
崎
）、

小
紫
光
慈
さ
ん
（
船
越
）
が
就

任
し
ま
し
た
。

　

ま
た
押
田
美
代
子
さ
ん
（
西

河
内
）、岩
本
美
保
子
さ
ん
（
真

宗
）
は
、
引
き
続
き
委
員
を
務

め
ま
す
。

感謝状を手にする小紫さん（左）と間嶋さん

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

祝百歳

　

戸
屋
よ
し
ゑ
さ
ん
（
上
長

尾
）、
船
引
ヨ
シ
子
さ
ん
（
福

吉
）
が
百
歳
を
迎
え
ら
れ
ま

し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

明
治
43
年
の
11
月
生
ま
れ

の
お
二
人
は
、
大
変
お
元
気

で
、
家
族
や
施
設
の
皆
さ
ん

か
ら
温
か
い
祝
福
を
受
け
ま

し
た
。

　

ま
た
お
二
人
に
は
、
庵
逧

町
長
か
ら
長
寿
祝
金
と
花
束

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。　

戸
屋
よ
し
ゑ　

  
船
引
ヨ
シ
子　

  

さん
（上長尾）

さん
（福吉）

　11月に入り、町内で自動車の交通死亡事故が２件発生しています。
11 月 12 日、役場前で決起集会を開き、町は交通死亡事故多発警報
を発令しました。年末で慌ただしくなる中、さらに交通事故が多発す
るおそれがあります。今一度、交通ルールの遵守と安全確認の重要性
を認識しましょう。

■交通事故防止のために
　①わき見運転は絶対にやめましょう。
　②通り慣れた道でも、しっかり安全確認をしましょう。
　③「自分だけは事故にあわない」という思い込みをやめましょう。
　④夜間の外出時には夜光反射材を活用しましょう。

交通死亡事故多発警報

11 月 12 日に行った
決起集会のようす

（写真上）戸屋よしゑさん
（写真下）船引ヨシ子さん

通り慣れた道でも安全確認を
発令中

問企画防災課まちづくり防災室　☎８２－０６６４　　佐用警察署　☎８２－０１１０
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問佐用クリーンセンター　☎８２－０２９３

　年末は 28日㊋まで通常業務です。
　また、29 日㊌は臨時開庁し、収集と搬
入の受付を行います。年始は４日㊋から開
始します。

日 月 火 水 木 金 土
12/19 20 21 22 23 24 25

休 ○ ○ ○ ○ ○ 休
26 27 28 29 30 31 1/1
休 ○ ○ ○ 休 休 休
２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

休 休 ○ ○ ○ ○ 休

　12月23日（天皇誕生日）
       1月10日（成人の日）

　また、直接搬入の受付時間、料金は次
のとおりです。
■受付　午前９時～午後４時 30分
■料金　100㌔まで 300 円。以降は 100
　　　　㌔ごとに 300 円が加算されます。

　次の日は収集・搬入の受付を行います。
■  祝祭日の業務

救命士からの

凍傷と低体温

問消防署　☎８２－３８７２

■凍傷
　凍傷とは、極度の
低温が原因で生じる
皮膚や皮下組織の傷
害を言います。凍傷
に最もかかりやすい
のは、手、足、顔面、
耳などの心臓から遠
い部分です。
　高齢者や乳幼児の場合、体温の調節機能が
うまく働かないため、屋内などでも起こる可
能性があります。

【凍傷の応急手当】
　●衣服がぬれている場合は脱がして着替え
　　させ、タオル、毛布で温めます。
　●温かい飲み物を与えて温めます。
　●凍傷がある部分は、乾いたタオル、ガー
　　ゼで覆います。
　●こすったり、もんだり、たたいたりしな
　　いようにしましょう。
　●すぐに病院へ行きましょう。

■低体温
　低体温とは、風雨や気温の低下で体温が奪
われ、35 度以下になった状態を言います。飲
酒後や睡眠薬服用後に寒い所で寝てしまう例
が最も多く報告されています。
　寒気、震えから始まり、体温が 30 ～ 31 度
になると震えは止まりこん睡状態になります。
30度以下になると、生命の危機となります。

【低体温の応急手当】
　●風などを避けられ　　
　　る暖かい場所へ移
　　します。
　●衣服がぬれていれ　　
　　ば、乾いた温かい
　　ものに変えます。
　●毛布などでくるみ、　
　　温めます。
　　※保温の仕方は先月号で紹介
　●脇の下や、足の付け根を「湯たんぽ」な
　　どで温めます。

ワンポイントアドバイス
クリーンセンターから
お知らせ

■  年末年始の業務

春
と
の
旅

と き

平
成
23
年
１
月
22
日 

土 

【
１
回
目
】
午
前
10
時
～

【
２
回
目
】
午
後
２
時
～

ところ

お
り
ひ
め
文
化
ホ
ー
ル

 (

さ
よ
う
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー)

■入場料（前売り）
　　一般（高校生以上）　500 円
　　高校生以下　　      　200 円
　    （当日各 100 円増）

問生涯学習課　☎８２－３３３６

文
化
協
会
主
催
映
画
上
映
会
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秋のひまわりで地域活性化
上三河集落で『ひまわりまつり』
　上三河集落では、10 月 31 日、秋に咲くひ
まわりを生かし、ひまわり祭りが開催されま
した。秋のひまわり栽培は、同集落の環境保
全組合が取り組む地域活性化事業で、今年で
４年目を迎えます。
　8月 22日に、子どもから高齢者までが集ま
り、約 50㌃の田んぼへ種をまいて以来、草刈
り、耕うんなどの栽培管理を集落総出で行っ
てきました。
　ひまわり畑の横に設けられたまつり会場に
は、集落から約 120 人が来場。手作りのしし
汁やおにぎり、バーベキューやアユの塩焼き
などに舌鼓を打ちながら、美しいひまわりと
ビンゴゲームなどを楽しみました。
　同組合代表の阿曽加壽也さんは「秋のひま
わりで、みんなの笑顔を見ることができ、よ
かったです」と笑顔で話していました。

（写真上）見事に開花したひまわり
（写真下）ひまわり畑でビンゴゲームを楽しむ来場者

（写真上）掛け声とともに登場した龍山神社の屋台
（写真下）綱引き大会優勝の「HAKURO.TC」

多くの人出でにぎわう
町大収穫祭が開催される

　11 月３日、佐用商店街で観光協会や商工会
などの共催による大収穫祭が開催されました。
佐用地鶏やホルモン焼きうどん、また自然薯
のとろろご飯などの販売や、綱引き大会、キャ
ラクターショーなどが行われ、会場は多くの
人でにぎわいました。
　綱引き大会には、14チームが参戦。町内の
多くの若者が熱戦を繰り広げ、歓声があがり
ました。結果「ＨＡＫＵＲＯ．ＴＣ」が見事
優勝しました。
　また、龍山神社の大屋台も会場を巡行。勇
壮な太鼓と掛け声で、屋台は何度もさしあげ
られ、会場は盛り上がりました。
　その他、この日に合わせて『子育てほっと
ステーション缶★環★館』がオープンしまし
た。この施設は商店街で親子がくつろげる場
所を創出する県の補助を受け、空き店舗を改
修したもの。町内では久崎商店街に続き２例
目です。
　黒澤絵里さん（柴谷）、高谷ひろみさん（横
坂）、武田明日花さん（大坪）、長谷川優子さ
ん（中町）の４人が、同じ子育て世代をターゲッ
トにしたフリーマーケットを開催し、来場者
と交流を深めていました。

24



25

明るく楽しい話題がありましたら広報室までご連絡ください。
企画防災課広報室　☎８２－０６６４

まちのわだい

FLASH  NEWS

美しい音色と紅葉を楽しむ
もみじ祭り
　家内地内にある清林寺で 11 月 14 日、「も
みじ祭り」が開催され、多くの来場者でにぎ
わいました。
　このイベントは、美しく紅葉したもみじを
多くの人に見ていただこうと企画されたもの
で、今回で２回目となります。
　境内では模擬店のほか、能管とびわのユニッ
ト「伽

き ゃ ら

羅」によるコンサートが行われました。
会場の皆さんは、美しく紅葉したもみじを見
ながら、能管とびわの響きに心を打たれてい
ました。また夜には、もみじのライトアップ
も行われました。紅葉をバックに演奏する伽羅のお二人

巨大な秋の実りを収穫
三日月地域づくり協議会さいさい部会
　乃井野地内のまちおこし施設味わいの里三
日月の畑でこのほど、重さ約５㌔の巨大サツ
マイモが収穫され、地域の話題となりました。
　このサツマイモは三日月地域づくり協議会
で、農業を通じて地域の活性化を考えるさい
さい部会（代表：大浦忠行さん（三日月下））
が栽培したもの。このほど同部会が開催した
イモ掘り体験会で、大浦さんが掘り出しまし
た。
　「これほどの大物は初めて見ました」と大浦
さん。しばらくは同施設で展示された後、食
用として加工される予定です。

巨大サツマイモを手にする大浦さんと部会メンバー

人命救助は地域の力で
応急手当て講習会
　11 月 13 日、中村地内のふれあいの里三日
月で、三日月地域づくり協議会東部部会（代表：
小林君江さん（茶屋上））主催の応急手当講習
会が実施され、自主防災組織救出・救護班員
など 29人が、消防署員の指導を受けました。
　この講習会は、災害現場などで倒れている
人を発見したとき、速やかに適切な応急手当
を行える知識を習得するために実施されたも
のです。講話とビデオで基礎知識を聴いた後、
人工呼吸や心臓マッサージ、止血法などを実
技で学びました。
　参加者は「いざというときに勇気を持って
役立てたい」と話していました。真剣に心肺そ生法を学ぶ参加者
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    12 月   December  師走      1 月  January   陸月
　日 月 火 水 木 金 土  日 月 火 水 木 金 土
　　 　 　 １ ２ ３ ４  　 　 　 　 　 　 １
　５ ６ ７ ８ ９ 10 11  ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８
  12 13 14 15 16 17 18  ９ 10 11 12 13 14 15
  19 20 21 22 23 24 25  16 17 18 19 20 21 22
  26 27 28 29 30 31     23 24 25 26 27 28 29
                        30 31

※色文字の日は休館日です。開館時間は午前10時～午後６時

図書館カレンダー
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９
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３
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。
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、
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な
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わ
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。
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が
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。
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Library  Information

●大人向けの本
　頭脳の散歩　－デジタル教科書はいらない
　　　　　　　　　　　   田中真紀子／著　ポプラ社
　中国で尊敬される日本人たち　－「井戸を掘った
　　人」のことは忘れない　朱　建栄／著　中経出版
　北の後継者キム・ジョンウン　藤本健二／著　中央公論新社
　関西むかし町＆古街道をあるく　JTB パブリッシング
　菅直人総理の野望　－小沢一郎との死闘
　                                    大下英治／著　ベストセラーズ
　気がつけばドッキョロージン　－ハッピーシングルライフ
　                                           渋沢幸子／著　じゃこめてい出版
　地域ケア会議がつなぐお互いさまのまちづくり
 　筒井のり子／監修　全国コミュニティライフサポートセンター
　食べるクスリおかゆ　崔　智恩／著　ブロンズ新社
　裏も楽しい手編みのマフラー　
　　　　　　　   嶋田俊之／著　文化学園文化出版局
　姫路・加古川とっても上等なランチ
                                           　プラネット／著　メイツ出版
　「地元」の力　－地域力創造７つの法則
　　                                        金丸弘美／著　ＮＴＴ出版

　ペットの冠婚葬祭まるごと便利帳
　　－「出会い」から「お別れ」まで、この一冊ですべてがわかる！
　           大岳美帆／編著　阪急コミュニケーションズ
　FREE 経済が日本を変える
　　－「無料」で儲ける人たちだけが知っていること
　                                                 野口智雄／著　中経出版
　福を招くおめでたい切り紙　
　　－めでたづくしのありがたい 100 作品を収録 !　
　　　切って、開くと、もれなく福がやってくる !?
　                                    大原まゆみ／著　誠文堂新光社
　生まれてバンザイ　　　       俵　万智／作　童話屋
■夏目家順路　                    朝倉かすみ／著　文芸春秋
■撃てない警官                            安東能明／著　新潮社
　再びの海（足引き寺閻魔帳）　沢田ふじ子／著　徳間書店
★鋼鉄の叫び　　　　　　  鈴木光司／著　角川書店
★橘花抄　                                    葉室　麟／著　新潮社
▲還暦探偵　　　　　　           藤田宜永／著　新潮社
▲ほかげ橋夕景                       山本一力／著　文芸春秋
　白銀ジャック　           東野圭吾／著　実業之日本社
　坂の下の湖　  石田衣良／著　日本経済新聞出版社
　新しい人生　       オルハン・パムク／著　藤原書店

●子ども向けの本
　世界の国１位と最下位　－国際情勢の基礎を知ろう
　                                                真　淳平／著　岩波書店
　名画でメリー・クリスマス（おはなし名画をよむまえに４） 博雅堂出版
　子どもに語るイギリスの昔話
　　　　   ジョセフ・ジェイコブズ／再話　こぐま社

　▲は図書館と上月図書室に、★は図書館と南光
図書室に、■は図書館と三日月図書室にあります。

着 図 書 案 内
2010.10.16 ～ 2010.11.10 受け入れ分の一部
新
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　近年、「麻しん」が 10 ～ 20 歳代の若者に多く感染し、社会問題になりました。
　そこで、幼児期に「麻しん」「風しん」の予防接種を 1 回しか受けていない世代に対し、平
成 20 年 4 月から、5 年間の定期予防接種が始まりました。
　接種料は無料です。平成 23 年 3 月 31 日までに、必ず接種してください。
　なお、医療機関への事前予約が必要です。

■平成 22 年度の対象
　２期：５～ 6歳（小学校就学 1年前）
　　　　平成 16年 4月 2日～平成 17年 4月 1日生まれのかた
　３期：13歳（中学 1年生）
　　　　平成９年 4月 2日～平成 10年 4月 1日生まれのかた
　4 期：18歳（高校 3年生相当）
　　　　平成 4年 4月 2日～平成 5年 4月 1日生まれのかた
＊ 1 期の対象年齢は、満 1 歳～２歳未満です。1 歳になったら、速やかに接種を受けましょう。

　町いずみ会では、保育園や小学生とのふ
れあいクッキングのほか、イベントなどで
食育のチラシの配布、また地元産のみそや
野菜を使った減塩みそ汁の普及活動など
様々な場面で、食育の推進を図っています。
その一部をご紹介します。

■保育園での食育活動
　子どもたちは家族といっしょに楽しい食
卓を囲むこと、自分で料理を作ること、１
日３回の食事をきちんと食べることなど多
くを学んでいます。
　また「カルシウムたっぷりおにぎり」「減
塩味噌汁」「豆腐ハンバーグ」「チンゲン菜
のおひたし」などを、園児・保護者ととも
に調理をしています。包丁を持つのが初め
てという園児や慣れた手つきで切る園児も

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
いますが、食材に直接触れたり、料理にか
かわったりする中で、今まで嫌いで食べな
かったものを「今日は食べました」という
保護者の声もありました。

■イベントなどで食育普及活動
　いずみ会では、上月や佐用などの収穫祭
などで、来場者に「日々の食事から健康づ
くりを考えましょう」「減塩みそ汁で健康に」
など声をかけながら、食育のチラシを配布
しました。住民のかたからは「おいしいみ
そ汁です」や「このくらいの味付けにしな
いといけないね」などの声を聞きました。
　今後とも会員みんなで食育の大切さを広
め「私たちの健康は、私たちの手で」を合
い言葉に、食を通じた健康づくり活動を展
開します。

食育だより 食育といずみ会活動

麻しん・風しん混合ワクチン

予防接種を受けましょう

問健康福祉課健康増進室　☎８７－８０２０

対象者は
     無　料
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Health  Information

★ヨチヨチ健康相談（平成21年12月生まれ）

　　   12月17日㊎　午後１時30分～
★４か月児健診（平成22年８月生まれ）

　　   12月20日㊊　午後１時30分～
★１歳６か月児健診（平成21年４･５月生まれ）

　　   12月21日㊋　午後１時～
★すくすく健康相談離乳食教室（平成22年５・６月生まれ）

　　  １月 ６日㊍　午前10時～
★すてきなママになるための教室（妊婦）

　　    １月17日㊊　午前10時～
★０歳児クラス（２か月～１歳未満）

　　 １月17日㊊
　　   ２か月～６か月児　 午前10時～午前11時30分
　　   ７か月～１歳未満児　午前10時30分～正午

赤ちゃんとママの行事
■デイ・ケア（精神障がい者社会復帰訓練事業）
　 12月  7日㊋
　 12月16日㊍
　 午後１時 30分～午後３時 30分
■こころのケア相談日（要予約）
　 12月14日㊋
　 午後２時～午後４時

問健康福祉課健康増進室　☎８７－８０２０

行事カレンダー

　

　胃がんは、日本人に一番多いがんです。
初期には症状がほとんどなく、進行した状
態で発見されます。
　胃の壁は一番内側から、胃液などを分泌
する「粘膜」、すぐ外側にある「粘膜下層」、
さらに胃を動かすための筋肉の層「筋層」、
最も外側にある「しょう膜層」の４つの層
に分かれています。
　胃がんは粘膜から発生します。粘膜、粘
膜下層にがんがとどまっている状態を「早
期がん」、がんが筋層に達していたり、筋
層からさらに先へ広がっていたりする状態
を「進行がん」と呼びます。
■症状
　「胃の不快感」「胸やけ」「食欲がない」「吐
き気」などですが、初期には、ほとんど症
状のない人が多く、進行すると「貧血」「便
が黒くなる」「吐血」などの症状が見ら

れることもあります。
■検査方法
　一般の胃がん検診では「Ｘ線検査」、精
密検査や人間ドックでは「胃内視鏡検査」
が行われます。最近はピロリ菌に感染する
と、胃がんのリスクが高まることから「ヘ
リコバクターピロリ抗体検査」を行うこと
もあります。
■治療
　早期であれば「内視鏡治療」が可能です。
これは内視鏡を使って、がん化している部
分をはがし取る方法です。進行がんは「外
科手術」「抗がん剤治療」が行われます。
■定期的に胃の検査を
　40 歳を過ぎると、胃がんの発生率は高
くなりますが、早期発見、早期治療すれば、
完治が可能です。40 歳を過ぎたら、年に
１回は検査を受けましょう。

あなたの胃　元気ですか？

■こころのケア相談日（要予約）
　 12月17日㊎
　 午後１時～午後２時
■若者の心と体の相談（要予約）
　 12月17日㊎
　午後１時～午後３時
　※場所は龍野健康福祉事務所

問龍野健康福祉事務所
　☎０７９１（６３）５１４２

※いずれも場所はさよう子育て支援センター

※場所は佐用町保健センター

※母子健康手帳の交付は、上月保健福祉センターとさよう
　子育て支援センターで行っています。事前に保健師がい
　ることを確認してからお越しください。
問上月保健福祉センター　　　☎８７－８０２０
問さよう子育て支援センター　☎８２－０３４１
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11月20日現在（　）内は前月比

12 月上旬～ 1 月上旬

人のうごき
　人　口　２０，００２人（△１５）
　　　    　男 　９，５６６人 （　　５）
　　　    　女 １０，４３６人 （△２０）
　世帯数　　７，２１０戸（△　４）

　11月中の移動
      出生　　６人　死亡 　２４人
      転入　４１人　転出 　３８人

　第 1 次試験
　　平成 23年 1月 15日㊏
　　午前 10時～
　　佐用町保健センター
　第 2 次試験
　　平成 23年 2月中旬
　　※第 1次試験合格者に別
　　　途通知
■給与
　初任給
　　給料月額 144,500 円
　　（高校卒直採用の場合）
　諸手当　扶養手当・通勤手
　　当・期末手当・勤勉手当
　　など
■受験手続き
　総務課に所定の申込書があ
りますので、事前にお取り寄
せの上、平成 23 年 1 月 5 日
㊌までに申し込んでくださ
い。
問総務課総務人事室
　☎８２－２５４９

　検察審査会事務局では、検
察審査員を選定するために、
11 月から順次候補者になっ
たかたへ候補者名簿記載通
知、質問票を送付しています。
　この通知が届きましたら、
ご協力をお願いします。
問姫路検察審査会事務局
　☎０７９( ２２３) ２９１３

お誕生おめでとう
10月21日から11月20日届出分　敬称略
      名　前  　　 保護者       自治会
個人情報のため非公開

お悔やみ申し上げます
10月21日から11月20日届出分　敬称略

■ちょうみんカレンダー
月日 曜日 内　　容 場　　所 時　間
12/8 水   福祉相談   南光地域福祉センター  13:30 ～ 16:00 

9 木   高年大学南光教室   南光文化センター  10:30 ～

12 日   さようマラソン
  　　　＆ウォーク   三日月中学校周辺    8:00 ～ 

15 水

  高年大学上月教室   上月文化会館  10:00 ～

  行政相談

  佐用町保健センター

  13:00 ～ 15:00  上月支所

  南光文化センター

  三日月支所   9:00 ～ 11:00

16 木   高年大学佐用教室   さよう文化情報センター  10:00 ～ 

21 火   高年大学三日月教室   三日月保育園  10:00 ～ 

26 日   久崎市   16㌻をご覧ください。

1/3 月   平成23年成人式   31㌻をご覧ください。

検察審査員選定に
ご協力を

年末特別警戒
実施中

                 12月31日金まで
消防署・佐用警察署

防火・防犯で明るい新年を

佐用チャンネル

放送更新日

　17日（金）
　12月３日（金）

　31日（金）

       名　前     　 年齢     　自治会
個人情報のため非公開

       名　前     　 年齢     　自治会
個人情報のため非公開
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　悪質商法による被害や未公
開株の勧誘、多重債務など、
多発する消費生活問題に対応
するため、町では 12 月１日
から、消費生活センターを開
設しました。お気軽にご相談
ください。
■開設日時
　土・日曜日、祝祭日を除く
　午前９時～午後５時
問町消費生活センター
　（商工観光課内）
　☎８２－０６７０

　経済産業省では、12月 31
日現在で「工業統計調査」を
実施します。
　工業統計調査は、製造業を
営む事業所を対象に行われ、
調査結果は国や地方公共団体
をはじめ、企業・大学などで
広く利用できる総合的な統計
資料を得るための調査です。
問企画防災課広報室
　☎８２－０６６４

■日時　12月 21日㊋
　午後 1時 30分～
■場所　上月文化会館
■投票日　平成23年１月 23日㊐
■投票時間
　午前７時～午後８時
■選挙の対象地区
　家内・久崎・櫛田・円光寺・
　下秋里・上秋里・西新宿・
　大日山・小赤松・大酒のみ

問選挙管理委員会事務局（総務課）
　☎８２－２５４９

■日時　平成 23年１月３日（月）
　受付　午後 0時 30分～
　式典　午後１時 30分～
　式典後に記念撮影を行ないます。
■場所
　さよう文化情報センター
問総務課総務人事室
　☎８２－２５４９

■採用予定日
　平成 23年 4月 1日以降
■試験職種と採用予定人数
　消防職（初級）　１人
■受験資格
　高校を卒業したかた及び平
成 23年 3月に高校卒業見込
みのかたで、昭和 60年 4月
2 日から平成 5 年 4 月 1 日
までに生れたかた（平成 23
年 4 月 1 日現在満 18 ～ 25
歳）。
■試験の内容・日時・場所
　第 1 次試験（教養試験、
作文試験）及び第2次試験（口
述試験、体力試験、消防適性
検査など）とし、第 2 次試
験は第 1 次試験合格者に対
して行います。

Information

    今月の納税

問税務課収納管理室
　☎８２－０６６２

開設しました
消費生活センター

●介護保険料（普通徴収）第5期分
●後期高齢者医療制度
（普通徴収）第5期分

問住民課年金・保険室
　☎８２－０６６０

西播磨  一斉”打ち水”の日
　打ち水をコミュニケーションの
場として活用するため、８月 13
日（金）午後５時に風呂の残り湯
などで打ち水をしましょう。
■西播磨地域ビジョン委員会

久崎財産区議会議員
立候補者説明会●国保税（普通徴収）第5期分

今月の納税相談日

12月17日金
■受付時間
　午前８時 30分～午後５時
■受付場所　役場本庁税務課
　災害・盗難・疾病・失業や
廃業などで納期限までに町税
が納められない場合は、納税
相談に応じます。

12月27日月
口座振替日は12月27日 ㊊です

納税は納期限までに！

納期限

●固定資産税第３期分

問税務課町税対策室
　☎８２－０６６２

12月27日月
口座振替日は12月27日 ㊊です

納税は納期限までに！

納期限

な
ど

ご協力ください
工業統計調査

平成23年
成人式

町職員を募集
消防職（初級）

前回の成人式
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　「スギ」と聞いて何を連想しますか。ある人は建築材を
はじめ、おはしや家具などの用材を、またある人は世界遺
産となった屋久島の屋久杉を、また別の人は花粉症を思い
浮かべ、顔をしかめるかもしれません。
　スギは九州から本州に至る広い範囲に分布し、古くは縄
文時代から使われていたことが分かっているなど、日本人
に親しまれ、最も身近に感じる木のひとつです。
　さて、このようなスギには品種がたくさんあり、その中
には町内の地名がつけられたものもあります。それは「フ
ナコシスギ」といって、船越にある船越山一帯に生育して
いるものです。
　フナコシスギは成長が早く、病害虫による被害の少ない
品種として知られています。ただ芯の部分が黒くなってい
るのが欠点ですが、そのぶん丈夫で腐りにくい良さがある
とも言われます。
　このフナコシスギは瑠璃寺に行くと見ることができます。
そして参道の入り口近くから両脇に立ち並ぶ大きく成長し
たスギに目を引かれます。さらにお寺の本堂へ向かって行
くと石段の終わりあたりに、目の前に一際高くそびえる太
いスギが目に入ります。
　このスギが町指定天然記念物の「瑠璃寺の大スギ」。高
さは約 50㍍、目通り周は約 5㍍、樹齢は 300 年と推定さ
れています。
　船越山に生育するスギは、その昔に植林されたものと言
われていますが、数あるスギの中でもこの大スギは特に優
良で、その代表的なものとされています。

　　　　（参考文献：「船越山自然物語」内海功一著　ほか）

　11月5日から7日までの間、地球外文明探査「ド
ロシー計画」が実施されました。この計画は、今
年が世界初の探査「オズマ計画」から50年目にあ
たることを記念して実施されたものです。
　人類は、この間にも地球外文明探査にチャレン
ジし続けていますが、この計画は世界最大の電波
望遠鏡アレシボ天文台も含め、世界中13か国、23
機関が同じ天体を観測するという史上最大の合同
観測となります。また、50年前とは違い、ここ数
年で発見されるようになった惑星を持つ星が主な
ターゲットです。地球外文明探査を行う意義もよ
り深くなっていると言えるでしょう。 
　この全人類的計画のリーダーは西はりま天文台
公園の鳴沢研究員です。12月以降に第３回目の合
同観測が予定されており、まだまだ目が離せませ
ん。応援よろしくお願いします。
　　　西はりま天文台公園主任研究員　坂元　誠 

　ドロシー計画の「ドロシー」ってだれのこと？ 
（１）スタートレックの脚本家ドロシー・フォンタナ　
（２）「オズの魔法使い」に登場する主人公ドロシー
（３）ウルトラセブンに登場するドロシー・アンダーソン博士 

天文クイズ

がんばれ！ドロシー計画

【応募方法】はがき、またはFAX・メール（アドレスは
左記に変わりました）で住所、お名前、年齢、電話番号、
答えを記入し役場広報室まで送ってください。正解者の
中から抽選で３人のかたに景品を送ります。なお、発表
は景品の発送をもって当選者のかたにお知らせします。
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毎日、歌い笑い元気な双子です。少しずつ好みは
変わってきたけど、いつもいっしょにいる仲良し
な二人です。来年からは保育園！お友だちたくさ
ん作って元気に通園してね。　　パパ・ママより
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